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　平成23年２月９日（水）、栗東市の湖南広域行政組合総合庁舎において、湖
南地域（草津市・守山市・栗東市・野洲市）の局所災害時における医師派遣出
動要請合意書の調印式が執り行われました。 
　本学附属病院が平成22年３月５日に災害拠点病院（地域災害医療センター）
に指定されたことに伴い、湖南広域消防局からの要請に基づき、本院ＤＭＡＴチー
ムの医師、看護師、事務担当者からなる湖南緊急医療班（ＫＤＭＡＴ）を編成し
て出動し、災害現場での医療救護活動や被災患者の受入を行うといった内容
となっています。  
　この合意書は、済生会滋賀県病院及び草津総合病院とも締結されており、
今後湖南地域の災害発生時には、この３病院と湖南広域消防局とが協力・連
携して医療救護活動に当たることになります。 

湖南地域の局所災害時における医師派遣出動要請合意書に調印 

　11月1日・8日・15日の３日間、「高齢者の健康」をメインテーマとした第25回滋
賀医科大学公開講座を草津市立まちづくりセンターで開催しました。 
　1日は「高齢者の看護・介護」をテーマに、臨床看護学講座（クリティカル）遠
藤善裕教授、（老年）太田節子教授、（精神）瀧川　薫教授、（成人）宮松直美
教授が講演を行いました。 
　8日は「あなたの腎臓だいじょうぶ？ 防ごう慢性腎臓病」をテーマに、腎臓内
科の宇津貴講師と血液浄化部の一色啓二助教の講演が、また15日には泌尿
器科学講座の荒木勇雄准教授と整形外科の猿橋康雄講師による講演が行わ
れました。 
　身近な話題をテーマにした講演を、参加者のみなさんは熱心に聴講しておら
れました。 

「高齢者の健康」をテーマに第25回滋賀医科大学公開講座を開催 

　12月2日（金）、立命館守山高校と高大連携事業協定を締結しました。 
　高大連携事業は、基礎医学のほか医療従事者の使命や働きがい等に関す
る講義を通して生徒の医療に対する理解を深め、主体的な進路選択に資する
ことを目的とするものです。 
　平成22年5月より本学等において、立命館守山高校のフロンティアサイエンス
コース１年生全員を対象に「医療関係者からの講演会」を、同コース２年生の
希望者を対象に医療に関わる基礎的な内容の講義や実習を行う予定です。 
　県内高校と高大連携事業協定を締結するのは、膳所高校、虎姫高校に次い
で３校目となります。 

立命館守山高校との高大連携事業協定書に調印を締結 

　平成22年12月９日（木）、本学と浜松医科・旭川医科・札幌医科・関西医科・
聖マリアンナ医科大学、そしてJST（独立行政法人科学技術新興機構）の主
催で、合同新技術説明会が開催されました。  
　企業関係者を対象に実用化を展望し、ライセンス可能なテーマの技術説明
を行い、広く実施企業・共同研究パートナーを募るもので、本学からは、生化学・
分子生物学講座（分子生理化学）の石田哲夫准教授が 「直接測定によるタン
パク質の結合機能診断と創薬支援」と題して研究内容を発表しました。 
　翌10日（金）には、六医科大学情報交換会が行われ、平野正夫産学官連携
コーディネータ（特任教授）が、本学の「5つの重点プロジェクト」を中心に、大学
の紹介や産学官連携への取り組みなどを紹介しました。 

六医科大学合同新技術説明会と情報交換会を開催 
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研究・産学連携の現状と課題
滋賀医科大学学長　馬 場  忠 雄
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資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
、
水
、
さ

ら
に
地
球
温
暖
化
な
ど
人
類
や
地
球
そ
の

も
の
を
取
り
巻
く
課
題
の
解
決
に
は
、
科

学
技
術
の
果
た
す
役
割
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
資
源
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
な
ど
他
国
に
依
存
し
て

い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
科
学
技
術
先

進
国
と
し
て
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
の
ノ

ー
ベ
ル
化
学
賞
は
「
有
機
合
成
に
お
け
る

パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
を
用
い
た
ク
ロ
ス
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
」
で
北
海
道
大
学
鈴
木
章
名
誉
教
授
と
米
国
パ
デ
ュ
ー
大
学
根
岸
英
一
特
別
教
授
、

米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
F
・
ヘ
ッ
ク
名
誉
教
授
の
３
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
を
用
い
た
ク
ロ
ス
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
有
機
合
成
の
効

率
化
や
簡
略
化
に
成
功
し
、
医
薬
品
や
農
薬
、
I
T
機
器
に
不
可
欠
な
液
晶
な
ど
、
日
常
生

活
に
役
立
つ
製
品
の
開
発
や
量
産
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
「
新
成
長
戦
略

－

輝
き
あ
る
日
本
へ

－

」
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
科
学
技
術
政
策
の
骨

格
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
命
科
学
、
医
学
、
医
療
の
領
域

で
あ
り
、
基
礎
お
よ
び
臨
床
研
究
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
治
療
、
予
防
技
術
の
開
発
に
大
き

な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
本
学
と
し
て
も
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
は
増
額
し
た
も
の
の
、
応
募
者
の
資
格
も
拡
大
さ
れ
そ
の
た
め
競
争
率
も
高
く
、
本
学
の
６

年
間
の
科
学
研
究
費
の
応
募
件
数
と
採
択
率
は
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。
本

学
の
獲
得
金
額
は
、
こ
こ
数
年
の
間
は
２
億
円
前
後
で
浜
松
医
科
大
学
と
比
較
し
て
、
差
が
大

き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
1
）。
科
学
技
術
振
興
機
構
（
J
S
T
）
等
の
産
学
官
連
携

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
立
命
館
大
学
、
龍
谷
大
学
、
企
業
、
滋
賀
県
と
共
に
提
案
し
た
琵
琶

湖
南
部
エ
リ
ア
の
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
採
択
さ
れ
、
大
型
の

外
部
資
金
を
獲
得
し
、
ま
た
、
共
同
研
究
、
グ
ラ
ク
ソ
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
と
の
受
託
研
究
な
ど

を
加
え
た
外
部
資
金
獲
得
額
は
、
平
成
20
年
度
に
僅
か
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
順
調
に
増
加

し
て
い
ま
す
（
図
2
）。

　

一
方
、
論
文
数
に
つ
い
て
は
図
3
に
示
す
よ
う
に
英
文
論
文
数
は
平
成
19
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
臨
床
医
学
論
文
数
は
世
界
全

体
で
は
増
加
し
て
い
る
の
に
、
日
本
全
体
、
ま
た
国
立
大
学
に
お
い
て
6.5
％
減
と
な
っ
て
、
研
究

力
は
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
（
図
4
）。
法
人
化
後
の
附
属
病
院
の
診
療
に
要
す
る
時

間
の
増
加
が
医
師
の
研
究
時
間
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
5
）。

　

し
か
し
、
本
学
の
第
一
期
中
期
目
標
期
間
の
達
成
状
況
に
関
す
る
評
価
（
4
段
階
評
価
）
結

果
で
は
、
研
究
の
水
準
や
成
果
に
関
す
る
目
標
及
び
研
究
実
施
体
制
の
整
備
に
関
す
る
目
標
の

い
ず
れ
の
項
目
に
つ
い
て
も
良
好
の
3
で
あ
り
、
良
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

研
究
に
関
す
る
現
況
分
析
結
果
の
研
究
活
動
、
研
究
成
果
の
評
価
（
4
段
階
評
価
）
は
、
そ
れ

ぞ
れ
期
待
さ
れ
る
水
準
を
上
回
る
３
で
あ
り
ま
し
た
。

　

質
の
向
上
度
（
3
段
階
評
価
）
に
お
い
て
は
、
相
応
に
改
善
、
向
上
し
て
い
る
の
2
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
20

－

21
年
度
の
現
況
分
析
の
結
果
、
顕
著
な
変
化
の
あ
っ
た
観
点
と
し
て
、

（1）
サ
ル
を
用
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
実
験
（N

ature

に
掲
載
）、（2）
生
活
習
慣
病
と
健
康
・

病
気
に
関
す
る
疫
学
研
究
（N

ature

、Circulation

な
ど
に
掲
載
）
（3）
α
グ
ル
コ
シ
ダ
ー
ゼ
阻

害
薬
が
糖
尿
病
発
症
を
阻
止
す
る
こ
と
を
臨
床
研
究
で
証
明
し
た
（Lancet

に
掲
載
）
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
が
重
点
研
究
領
域
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
中
か
ら
大
き
な
研
究
成

果
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

産
学
連
携
は
、
法
人
化
後
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
そ
の
成
果

の
一
部
は
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
（
表
2
）。
こ
と
に
、「
M
R
画
像
対
応
手
術
支
援
マ

イ
ク
ロ
波
機
器
の
開
発
」
は
世
界
的
に
も
注
目
を
浴
び
特
許
も
一
件
登
録
さ
れ
、
臨
床
で
の
実

用
化
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
１
）
現
状

　

平
成
16
年
度
か
ら
国
立
大
学
は
法
人
化
さ
れ
、
運
営
費
交
付
金
と
し
て
、
教
育
研
究
や
附
属

病
院
の
診
療
に
対
す
る
基
盤
的
経
費
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の
財
政
難
の
も
と
に
、

平
成
17
年
度
か
ら
毎
年
１
％
ず
つ
削
減
が
行
わ
れ
、
本
学
で
は
毎
年
約
４
０
０
０
万
ず
つ
減
額

さ
れ
、
教
育
、
研
究
、
診
療
活
動
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
文
部

科
学
省
は
大
学
附
属
病
院
の
政
策
的
経
費
や
競
争
的
資
金
と
し
てG

ood　

Practice 

（
G
P
） 

な
ど
で
削
減
分
を
補
う
こ
と
で
対
応
し
、
本
学
も
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。
科
学
研
究
費
は
総
額

表1図1図2図3 c
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　法人化後求められている病院収入増努力が、大学病院の使命で

ある高度な診療・教育・研究機能に与える影響について前年度と比

較したアンケート調査を行ったところ、医師の研究時間の減少が続い

ている結果となっています。このような状況が続けば、医療の質を支

える研究力の低下につながり、日本の医療水準の維持が危惧される

状況です。 

出典：国立大学協会経営支援委員会病院経営　小委員会アンケート 

診療時間の増大が医師の研究時間に与えた影響 図5

減少した 変わらず 増加した 無回答 

2005年 2008年 

　国立大学附属病院は、教育・研究・診療の3つの役割をバランス

良く果たすことで、地域医療の中核として機能するとともに、日本の

医療水準の発展に重要な役割を担ってきました。 

　ところが、法人化以降、収入増を図るため、診療部門に過度の負

担がかかり、地方の国立大学の多くが医学分野の学術論文数を減少

させており、優れた医療開発のために不可欠な日本の医学研究力の

維持は大変厳しい状況に置かれています。 

出典：Thomson Reuters,University Science Indicators Japan 1981-2007 
　　   のデータを基に国立大学協会分析 

（論文数　世界全体の数値は1/10） 日本と世界の臨床医学論文数の推移 
25,000

20,000

15,000

10,000

5,000
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世界全体 
論文発表数の伸び率※ 
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日本全体 
国立大学全体 

図4

（
2
）
課
題
と
対
応

　

本
学
の
第
一
期
中
期
目
標
期
間
の
評
価
結
果
は
本
年
の
3
月
末
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
研
究
水
準
の
暫
定
評
価
結
果
は
、
他
大
学
の
評
価
結
果
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
全

国
立
大
学
の
な
か
で
４
位
で
あ
り
ま
し
た
の
で
同
じ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

研
究
活
動
は
研
究
を
支
え
る
人
材
数
に
か
か
っ
て
お
り
、
表
3
に
示
す
よ
う
に
、
大
学
院
生

の
数
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
社
会
人
入
学
が
増
え
、
研
究
生
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
種
々
の
要
因
、
す
な
わ
ち
、
大
学
院
大
綱
化
や
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

若
い
医
師
の
大
学
院
大
学
や
都
市
部
の
病
院
へ
の
集
中
化
及
び
研
究
に
入
る
時
期
の
延
長
、
臨

床
指
向
、
特
に
専
門
医
制
、
さ
ら
に
経
済
状
況
な
ら
び
に
附
属
病
院
に
お
け
る
勤
務
の
厳
し
さ

な
ど
に
よ
り
大
学
か
ら
若
い
医
師
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
傾
向
は

本
学
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
が
先
に
も
述
べ
た
研

究
論
文
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
独
自
で
い
か
に
研
究
を
支
え
る
人
材
を
確
保
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
大

学
院
博
士
課
程
の
人
員
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
人
入
学
や
高
度
専
門
医
養
成
コ
ー
ス

の
充
実
と
他
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
一
定
数
の
確
保
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
附
属
病

院
に
お
け
る
医
師
の
診
療
を
軽
減
し
、
大
学
附
属
病
院
の
魅
力
を
取
り
返
す
た
め
、
任
期
付
助

教
や
職
員
の
制
度
を
も
う
け
、
増
員
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
学
独
自
で
外
国
人
留
学

生
の
受
け
入
れ
や
若
手
教
員
の
留
学
、
さ
ら
に
教
授
等
や
職
員
の
海
外
研
修
制
度
を
も
う
け
、

研
究
活
動
の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
（
表
4
）。
研
究
に
は
競
争
的
資
金
の
獲
得
が
必
須
で

あ
り
、
基
礎
と
臨
床
の
研
究
の
融
合
に
よ
り
、
大
型
研
究
費
の
獲
得
を
目
指
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
よ
り
順
次
学
内
で
研
究
発
表
を
通
し
て
共
同
研
究
の
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
サ
ル
を
用
い
た
i
P
S
細
胞
な
ど
再
生
医
療
に
関
す
る
前
臨
床
研
究
は
本
学
の
特
徴

を
生
か
し
た
も
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
期
中
期
目
標
に
お
い
て
評
価
さ
れ
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
新
し
く
総
合
が
ん
治
療

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
え
、
さ
ら
に
充
実
発
展
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
教
育
や
研
究
の
成
果
を
通
し
て
、
世
界
の
医
療
・

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
で
、
国
立
大
学
と
し
て
の
使
命
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

収容 
現員数 

表2大型プロジェクト 

表3 （ ） 

年度 委託元機関等名 

（単位：円） 

表4 教職員数、留学生数、長期海外研修（H16-H22） 
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

教員（助教以上） 283 283 295 295 290 297 294
教員以外の職員（常勤） 606 648 665 709 733 776 807

留学生（大学院生・研究生・特別研究学生・外国人客員研究員） 
※人数は各年度の在籍総数【6カ月以上】 16 19 20 23 22 21 20

長期海外研修（6カ月以上）※人数は各年度の実渡航者数 2 2 3 2 2 6 4

特任教員（Ⅰ種）【本学】 

特任教員数（年俸） 2 10

特任教員（Ⅱ種）【寄附講座】 

特任教員数（年俸） 2 2 18 28
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平
成
19
年
度
に
文
部
科
学
省
の「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
さ
れ
た

『
地
域「
里
親
」に
よ
る
医
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』。

こ
の
４
年
間
の
取
り
組
み
と
成
果
の
ほ
か
、
22
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
、
服
部
隆
則
副
学
長
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
推
進
責
任
者
の
永
田　

啓
教
授
、
里
親
学
生
支
援
室
長
の
垰
田

和
史
准
教
授
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

滋
賀
医
科
大
学　

副
学
長

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
推
進
責
任
者

服
部
隆
則

永
田 

啓

滋
賀
医
科
大
学
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
大
き
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨

年
、
医
学
部
の
定
員
増
で
財
務
省
に
書
類
を
提

出
し
た
際
に
も
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
学
生

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し

て
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
経

緯
や
、〝
里
親
〞と
い
う
こ
と
ば
を
ど
の
よ
う
に

思
い
つ
か
れ
た
か
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
か
。

永
田　

学
生
支
援
G
P
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に

当
た
っ
て
、「
卒
業
後
、
学
生
が
な
ぜ
地
方
に

根
付
か
な
い
の
か
」「
臨
床

研
修
制
度
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
学
生
は
ど
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
の
か
」に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

学
生
に
接
し
て
い
る
中
か

ら
見
え
て
き
た
こ
と
の
一
つ

は
、
彼
ら
は
漠
然
と
し
た
不

安
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
学
生
の
多
く
は

「
地
方
に
い
る
と
取
り
残
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
」「
地

域
医
療
の
現
場
で
過
重
労
働

地
域
医
療
の
担
い
手
を
育
て
る

「
里
親
」
G
P
の
実
績
と
、
今
後
の
展
開

に
よ
っ
て
疲
弊
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
不
安
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

学
部
な
ら
ど
の
大
学
で
も
良
か
っ
た
と
い
う
学

生
も
少
な
く
な
い
の
で
、
卒
業
後
は
地
方
よ
り

都
市
部
で
研
修
を
希
望
す
る
学
生
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

一
方
で
地
域
の
方
々
も
現
在
の
医
学
生
・
看

護
学
生
が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
、
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

ご
存
知
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
人
が
自
分
た
ち
を
ど
う

思
っ
て
い
る
か
学
生
た
ち
に
は
わ
か
ら
な
い

し
、交
流
す
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

地
域
の
方
々
と
し
て
も
滋
賀
に
残
っ
て
く
れ
る

医
師
や
看
護
師
を
自
分
た
ち
で
育
て
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

思
い
を
伝
え
る
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

で
、
お
互
い
を
知
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の「
里
親
」
と
い
う
こ
と
ば
が

出
て
き
た
の
で
す
が
、
学
生
を
引
き
受
け
て

ち
ゃ
ん
と
育
て
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
地
域
の

方
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
し
、
こ
ち
ら
が
目

指
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
当
て
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。

垰
田　

私
は
主
に
１
、４
年
生
を
担
当
し
て
い

ま
す
が
、
入
学
間
も
な
い
学
生
の
多
く
は「
地

域
で
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
実
際
１
年
生

の
40
％
は
卒
業
後
滋
賀
に
残
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
卒
後
、
滋
賀
に
定
着
し
な
い
の

は
、
ど
こ
か
で
こ
の
思
い
が
切
れ
て
し
ま
う
か

ら
で
、
そ
の
思
い
に
ど
う
や
っ
て
応
え
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
わ
け
で
す
。

　

永
田
先
生
か
ら「
里
親
」
と
い
う
こ
と
ば
が

出
た
時
、
大
学
に
足
り
な
い
部
分
を「
里
親
」

と
い
う
形
で
補
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
学
生
の
思

い
に
応
え
て
い
け
る
、
と
て
も
良
い
名
称
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は「
教
育
」

と
い
う
こ
と
ば
を
掲
げ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
必
要
と
す
る
学
生
に
必

要
と
す
る
も
の
を
提
供
し
て
応
援
す
る
こ
と
が

支
援
で
あ
り
、
滋
賀
を
知

り
た
い
と
い
う
学
生
に
滋

賀
の
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え

る
と
い
う
の
は
支
援
そ
の

も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ス
タ
ー

ト
時
点
で
私
た
ち
に
も
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
乏
し

か
っ
た
た
め
、
里
親
の
依

頼
を
す
る
時
も
非
常
に
抽

象
的
な
形
で
し
か
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
学
以
外
の
資
源
に

依
存
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
最
初
の
段
階
で
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
ど
う
い
う
形
で
依
存
す
る
か
が
課
題
で
し

た
。

学
内
外
へ
の
広
報
で
事
業
の

目
的
・
意
義
を
ア
ピ
ー
ル

服
部　

文
部
科
学
省
の
選
定
委
員
会
で
説
明
さ

れ
た
時
の
、
審
査
員
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
す
か
。

永
田　

た
く
さ
ん
の
委
員
の
方
が
お
ら
れ
て
、

地
域
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
評
価
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
逆
に「
こ
の
よ
う
な

穏
や
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
効
果
が
あ
る
の
か
、

も
っ
と
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
対
策
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
短
期
的
に
派
手
な
こ
と
を
や
っ
て
も

効
果
は
期
待
で
き
な
い
、
む
し
ろ
ゆ
っ
く
り
浸

透
し
て
い
く
よ
う
な
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
G
P
が
終
わ
っ
た
後
も
長
い
ス
パ
ン
で

継
続
す
る
も
の
で
あ
る
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
方
は
医

学
生
が
ど
の
よ
う
に
育
つ
の

か
知
ら
な
い
し
、
医
学
生
は

地
域
の
方
が
ど
う
い
う
生
活

を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
う

い
う
と
こ
ろ
で
困
っ
て
お
ら

れ
る
の
か
知
ら
な
い
、
相
互

に
知
り
合
い
、
知
識
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
ゆ
っ
く
り
と

し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

垰
田　

ち
ょ
う
ど
医
療
の
崩
壊
と
い
う
こ
と
が

言
わ
れ
始
め
て
い
て
、
ど
う
医
師
を
確
保
す
る

か
が
社
会
的
な
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
医
療
崩
壊
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
出
て
き
た
と
い
う
受
け
止
め
方
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
場
合
、
卒
後
教
育
や
卒
業
が
近

い
学
生
へ
の
働
き
か
け
が
中
心
に
な
る
の
で
す

が
、
入
学
し
た
て
の
学
生
へ
の
働
き
か
け
を
提

案
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
は
た
し
て
採
択
さ
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

学
生「
支
援
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
G
P
だ
っ
た

の
で
、
支
援
と
い
え
ば
こ
う
い
う
形
で
い
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
準
備
し
ま
し
た
。

服
部　

予
算
規
模
も
か
な
り
大
き
か
っ
た
わ
け

で
す
が
、
採
択
さ
れ
て
か
ら
事
業
計
画
は
す
ぐ

に
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
か
。

垰
田　

次
年
度
か
ら
の
事
業
計
画
な
ど
を
出
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま

医
学
生
を
見
守
り
、

育
て
る
地
域
の「
里
親
」た
ち

服
部　

平
成
19
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た『
地
域「
里

親
」に
よ
る
医
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』で
は
、

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム（
学
生
支
援
G
P
）
の
中
の
取
り
組
み
と

し
て
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
展
開
を
し
て
き
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん〝
里
親
〞
と
い
う
名

称
も
し
っ
く
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
の
方
々
に
も
、
こ
の
里
親
支
援

事
業
が
年
々
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は

里
親
学
生
支
援
室
長

垰
田
和
史

服部 隆則 副学長垰田 和史 准教授

永田　啓 教授

（
医
療
情
報
部　

教
授
）

（
社
会
医
学
講
座
・
衛
生
学
部
門　

准
教
授
）
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で
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な
い
事
業
で
、
果
た
し

て
何
人
の
学
生
が
応
募
し
て
く
る
か
も
見
当
が

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
応
募
人
数
に
合
わ
せ
て

予
算
を
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
く
て
、
50
人
く

ら
い
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
10
月

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

里
親
の
募
集
の
ほ
か
、
プ
チ
里
親
と
し
て
協

力
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
周
知
に
す
ぐ
に
で
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
部
屋
と
ス
タ
ッ

フ
を
確
保
し
て
事
務
的
な
準
備
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。

　

１
年
目
は
里
親
の
募
集
を
続
け
な
が
ら
、
一

方
で
学
内
に
向
け
た
広
報
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
全
学
的
に
こ
の
事
業
の
意
義
を
伝
え
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
多

く
は
十
分
に
周
知
で
き
る
機
会
を
持
て
な
か
っ

た
た
め
全
学
的
な
財
産
に
な
り
に
く
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
周
知
し
な
い
と
空
回
り

す
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
広
報
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
学
外
に
対
し
て
も
、
国
か
ら
い
た
だ

い
た
お
金
を
利
用
し
て
、
滋
賀
県
の
主
な
新
聞

に
誌
面
広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
滋
賀
医
大
が

こ
う
い
う
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
届

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
に
は
計
画
段
階
か
ら
相
談
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
快
く
里
親
に
登

録
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
の
卒

業
生
以
外
の
医
師
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
初

年
度
は
約
30
名
の
里
親
で
始
ま
り
ま
し
て
、
今

は
50
名
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
人
で
何

人
か
の
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
先
生
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
に
対
し
て
は
、
献
体
組
織
の「
し
ゃ
く

な
げ
会
」や
本
学
の
後
援
会
な
ど
を
中
心
に
説

明
に
ま
わ
り
、
医
師
会
な
ど
で
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
学
外
に
出
て
行
く
こ
と
が
主
に

な
り
ま
し
た
。

教
職
員
の
理
解
を
深
め
る

F
D
研
修
会
を
開
催

服
部　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
学
内

の
教
職
員
の
反
応
、
支
援
は
ど
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

永
田　

臨
床
系
は
と
に
か
く
忙
し
く
て
、
な
か

な
か
協
力
し
て
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
し
た
。

垰
田　

里
親
学
生
支
援
室
で
は
看
護
学
科
の
教

授
や
若
い
先
生
、
基
礎
医
学
の
先
生
を
中
心
に

チ
ー
ム
を
組
み
ま
し
た
。
直
接
学
生
と
接
す
る

機
会
が
乏
し
い
実
験
実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
磯

野
高
敬
先
生
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

研
修
旅
行
に
同
行
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
学

生
と
関
わ
る
う
ち
に
学
生
の
顔
を
覚
え
て
く
だ

さ
っ
て
、
磯
野
先
生
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
勉
強
に

な
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

永
田　

大
学
に
残
っ
て
い
る
卒
業
生
も
関
心
を

示
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

垰
田　

た
く
さ
ん
の
先
生
か
ら「
た
い
へ
ん
だ

ね
」「
が
ん
ば
っ
て
」と
い
う
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
見
守
り
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

服
部　

学
内
の
周
知
を
図
る
た
め
に
、
里
親
に

関
す
る
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト（
F
D
）を
や
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
ね
。

垰
田　

１
回
目
は「
今
ど
き
の
学
生
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
学
生
の
状
況
を
き
ち
ん
と
理
解
し

よ
う
と
い
う
F
D
を
や
り
ま
し
た
。
教
育
手
法

的
な
こ
と
は

よ
く
テ
ー
マ

に
な
る
の
で

す
が
、
今
の

学
生
が
ど
ん

な
状
態
か
に

つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
漏
れ

聞
く
話
は
あ

る
の
に
、
ま

と
め
て
共
有

す
る
機
会
が

な
か
っ
た
の

で
、
学
生
の

マ
イ
ナ
ス
面

も
知
っ
て
理

解
し
た
う
え
で
応
援
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
、「
今
ど
き
の
学
生
」に
つ
い
て
思
っ
た
こ

と
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
調
査
し
て
、
議
論
で

き
た
こ
と
は
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
東
近
江
市
の
滋
賀
病
院
の
井
上

修
平
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
り
、
滋
賀
県
の
角

野
文
彦
先
生
か
ら
は
、
行
政
の
立
場
か
ら
滋
賀

の
医
療
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

宿
泊
研
修
で
地
域
と
交
流
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感

服
部　

立
ち
上
げ
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
努
力
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
当
初
の
学
生
の
反
応
は
ど

う
で
し
た
か
。

垰
田　

2
0
0
8
年
の
新
入
生
の
研
修
で
時

間
を
い
た
だ
い
て
事
業
の
説
明
を
行
い
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
こ
と
が
説
明
で
き
な
く
て
、
学

生
に
と
っ
て
は
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か

分
か
り
づ
ら
く
て
戸
惑
い
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

１
期
生
は
看
護
学
科
の
２
名
を
含
む
18
名
の

エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
医

学
部
出
身
な
の
で
、
医
師
に
つ
い
て
は
あ
る
程

度
情
熱
を
持
っ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
看
護
師
に
つ
い
て
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
次
の
年
か
ら
は
順
調
に
参
加
者
が
増
え

て
、
現
在
76
名
の
大
集
団
と
な
り
ま
し
た
。
来

年
以
降
は
1
0
0
名
を
超
え
そ
う
で
す
。
当
初

考
え
て
い
た
こ
と
が
学
生
に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

服
部　

本
学
の
学
生
は
約
8
8
0
名
な
の

で
、
１
割
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
た
の
か
、
初
年
度
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

垰
田　

初
年
度
は
手
探
り
で
、
里
親
と
学
生
を

結
び
つ
け
る
た
め
の
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

地
域
を
理
解
す
る
た
め
に
宿
泊
研
修
旅
行
を

企
画
し
て
、
初
年
度
の
９
月
に
湖
北
総
合
病
院

（
現
長
浜
市
立
湖
北
病
院
）に
行
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
も
学
生
た
ち
に
と
っ

て
も
地
域
理
解
の
た
め
の
決
定
的
な
体
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

湖
北
総
合
病
院
の
僻
地
診
療
の
現
場
で
、
森

川
淳
一
郎
先
生
に
地
域
住
民
と
交
流
す
る
場
を

設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
教
員
が
公

民
館
の
１
階
の
診
療
所
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

か
ら
２
階
へ
上
が
っ
て
い
く
と
、
す
で
に
学
生

た
ち
が
自
主
的
に
お
年
寄
り
の
方
た
ち
と
交
流

し
て
い
ま
し
て
、
い
き
い
き
と
し
た
表
情
で
車

座
に
な
っ
て
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
用
意
し
て

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
場
を
設
け
る
だ
け
で
、
学
生
た

ち
は
い
き
い
き
と
交
流
で
き
る
こ
と
が
わ
か

り
、
地
域
に
学
生
を
連
れ
出
す
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
目
に
見
え
る
成
果
に
な
り
ま
し
て
、

そ
れ
以
降
、
３
年
か
け
て
６
回（
平
成
23
年
３

月
予
定
を
含
む
）の
研
修
旅
行
で
県
内
を
一
巡

し
ま
し
た
。
多
く
の
病
院
や
診
療
所
、
地
域
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
研
修
で
の
学

生
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
を
広
報
誌

の「
学
生
支
援
ニ
ュ
ー
ス
」で
伝
え
ま
し
た
し
、

報
告
会
で
は
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
交
流
の
様
子
を

紹
介
し
ま
し
た
。

服
部　

成
果
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す

が
、地
域
の
病
院
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

永
田　

初
め
は
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
反
応
で
し
た
が
、
今
で

は
里
親
支
援
事
業
が
浸
透
し
て
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の
病
院
で
は
医

師
の
引
き
上
げ
な
ど
も
あ
っ
て
、
医
師
確
保
に

必
死
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
事

業
へ
の
関
心
も
高
い
で
す
し
、
O
B
も
喜
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
が
開
学
し
た
当
時
、
私
が
学
生
だ
っ
た

頃
に
は
、
県
民
の
方
も
学
生
を
育
て
る
こ
と
に

関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
地
域
で
育
て
よ
う
と
い
う
意
識
が
ま

た
盛
り
返
し

て
き
た
よ
う

に
感
じ
て
い

ま
す
。

垰
田　

ど
の

病
院
も
準
備

を
整
え
て
、
よ

く
来
て
く
れ

た
と
い
う
歓

迎
の
気
持
ち

を
い
ろ
い
ろ

な
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ

れ
に
工
夫
さ

れ
て
い
て
、
地

域
の
開
業
医

の
先
生
や
患

者
会
の
会
員

の
方
を
招
い

て
学
生
と
の

交
流
の
場
を

設
定
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
一
生
懸
命
地
域
医

療
の
大
切
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
様

子
に
学
生
も
感
激
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、

良
い
面
だ
け
で
な
く
、
閉
鎖
し
た
病
棟
を
見
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
厳
し
い
現
実
が
あ

る
こ
と
も
学
生
た
ち
は
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
も
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
こ

う
い
う
と
こ
ろ
を
学
生
に
見
て
ほ
し
い
と
ア

ピ
ー
ル
し
た
り
、
地
元
の
方
が
猪
鍋
や
鮒
寿
司

と
い
っ
た
郷
土
料
理
を
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
地
域
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

里親学生支援室発行の広報誌

 FD研修会 （2008年7月、角野先生）

宿泊研修 （杉野診療所にて）宿泊研修 （朽木診療所にて）

宿泊研修 （紫香楽病院にて）
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た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

法
人
の
運
営
に
は
原
資
が
必
要
で
す
の
で
、

お
金
の
集
め
方
な
ど
も
県
と
相
談
し
た
り
、
医

師
会
、
看
護
協
会
、
病
院
協
会
に
も
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
大
学
が
ど
う
貢
献
す

る
か
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

垰
田　

心
強
い
エ
ー

ル
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
県
民
の
方
か

ら
現
金
書
留
を
送
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り
、
な
ん
と
か

地
域
で
活
躍
す
る
医

師
、
看
護
師
を
育
て

て
ほ
し
い
と
い
う
、

こ
の
強
い
思
い
を
き

ち
ん
と
受
け
止
め
る

N
P
O
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
内
企
業
に
も

応
援
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
、
魅
力
の

あ
る
学
生
支
援
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

服
部　

こ
れ
ま
で

成
果
を
あ
げ
て
き
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
の

で
、
こ
れ
を
な
ん
ら

か
の
形
で
発
展
的
に

行
政
と
も
連
携
を
図
り
、

地
域
と
の
絆
を
強
め
る

服
部　

行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
の
で
す

か
。

垰
田　

初
め
は
、
行
政
と
の
や
り
と

り
が
な
く
て
、
直
接
病
院
に
お
願
い

し
て
い
た
の
で
す
が
、
１
年
目
の
最

後
に
公
立
高
島
総
合
病
院
に
研
修
協

力
を
お
願
い
し
た
時
に
、
ま
ず
高
島

市
役
所
に
説
明
に
行
く
こ
と
に
な

り
、
そ
こ
で
担
当
の
方
に
朽
木
の
診

療
所
な
ど
の
訪
問
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
質
の
高

い
研
修
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

こ
れ
は
行
政
も
一
緒
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
ま
ず
行
政
に
声
を
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、
自
治
体
に
よ
っ
て
温
度

差
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

医
療
活
動
の
維
持
に
い
ろ
い
ろ
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
地
域
は
諸
手
を
挙
げ

て
、
好
意
的
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

今
年
の
夏
に
彦
根
市
を
訪
ね
た
時
に

は
、
彦
根
市
立
病
院
の
事
務
局
長

の
計
ら
い
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
が
あ

り
、
交
流
会
で
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
学
生
た
ち
を
歓
迎

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
東
近
江
市

は
、
訪
問
を
機
に
学
園
祭
に
自
治
体

ブ
ー
ス
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
里
親
の
ご
縁
で
関
係
が

広
が
り
ま
し
た
。

服
部　

滋
賀
県
で
は
13
の
大
学
が
連
携
す
る
環

び
わ
湖
大
学
・
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
単
位
互
換
や
就
職

支
援
、
学
生
支
援
な
ど
５
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
、
本
学
は
学
生
支
援
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
滋
賀
県
に
は
約
３
万
７
千
人
の
大
学
生
が

い
て
、
こ
れ
は
人
口
10
万
人
あ
た
り
全
国
で
３

番
目
に
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
３
万
７
千
人
に

滋
賀
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
、
滋
賀
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
で
、〝
び
わ
湖
大
使
制
度
〞を
設
け

て
い
ま
す
。

　

び
わ
湖
大
使
と
し
て
将
来
は
日
本
全
国
に

散
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
滋
賀
県
の
地
域
を
意

識
し
た
教
育
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
13

大
学
か
ら
有
志
を
募
っ
て
研
修
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。
地
域
の
住
民
、
生
活
、
企
業
を
知
っ
て

も
ら
っ
て
滋
賀
県
に
定
着
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
観
点
か
ら
提
案
す
る
と
、
意
外
に
う
ま
く
実

績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
里
親

支
援
事
業
と
も
つ
な
が
る
重
要
な
取
り
組
み
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

垰
田　

沖
島
の
診
療
所
を
訪
問
し
た
の
で
す

が
、
近
江
八
幡
市
出
身
の
学
生
も
地
元
の
沖
島

の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
医

師
会
か
ら
交
替
で
診
療
所
に
医
師
が
行
っ
て
い

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
言
う
ん
で
す
。
入

学
時
に
、
滋
賀
県
出
身
の
学
生
に
地
元
自
慢
を

し
ろ
と
言
っ
て
も
ま
と
も
に
地
元
自
慢
で
き
た

１
年
生
が
い
な
い
、
地
元
を
よ
く
知
ら
な
い
ま

ま
入
学
し
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
ま
ず
地
元
の

良
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
O
B
や
、

I
T
を
活
用
し
て
新
し
い
知
識
や
情
報
を
取
り

入
れ
な
が
ら
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
医
療
人

の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
で
、
不
安
に
か
ら
れ
て

都
会
に
何
か
を
求
め
て
し
ま
う
こ
と
が
解
消
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
卒
業
が
近

づ
く
ほ
ど
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
大
切
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

事
業
を
発
展
的
に
引
き
継
ぐ
N
P
O
法
人

「
滋
賀
医
療
人
育
成
協
力
機
構
」（
仮
称
）

服
部　

地
域
医
療
崩
壊
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

か
ら
は
地
方
と
い
う
こ
と
が
前
面
に
出
て
く
る

よ
う
に
な
っ
て
、
日
本
中
で
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
滋
賀
医
科
大
学

で
は
平
成
10
年
に
国
立
大
学
で
初
め
て
地
域
枠

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
文
部
省
に
提
案

し
た
時
は
、「
慎
重
に
や
る
よ
う
に
」と
指
導
を

受
け
た
の
で
す
が
、
と
こ
ろ
が
今
で
は
当
た
り

前
に
な
り
、
全
国
で
1
0
0
0
名
あ
ま
り
の
地

域
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
ふ
う
な
地
域
と
い
う
考
え
方
を
う

ま
く
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
里
親
支
援

の
取
り
組
み
は
重
要
で
、
こ
う
い
う
も
の
が
全

国
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
本
学
に
先
見
性
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
里
親
支
援
事
業
は
本
年
度
が
最

終
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
継
続
し
て
、
進
化
さ
せ
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
地
域
医
療
を
念

頭
に
お
い
た
地
域
支
援
、
学
生
支
援
と
い
う
も

の
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
っ
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
。

垰
田　

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
わ
か
っ
た
こ

と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
て
、
滋
賀
県
に
お
け

る
医
師
養
成
は
本
学
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
い

ま
す
が
、
滋
賀
の
医
療
を
み
ん
な
で
支
え
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
方
に
立
て
ば
、
大
学
の
や
っ

て
い
る
こ
と
は
そ
の
一
部
で
あ
っ
て
、
滋
賀
医

大
だ
け
が
支
え
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
に
関
心
の
あ
る
医
学
生
や
看
護
学
生

を
育
て
て
い
く
こ
と
は
本
学
だ
け
で
は
で
き
な

い
わ
け
で
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
方
々
や
行

政
、
医
療
や
福
祉
で
今
働
い
て
い
る
人
た
ち
こ

そ
が
、
滋
賀
の
魅
力
や
働
き
が
い
を
最
も
伝
え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
う

い
う
方
々
の
協
力
を
得
て
全
県
的
な
取
り
組
み

に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
大
事
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
自
治
医
大
卒
業
生
の
グ
ル
ー
プ
は
僻

地
と
い
わ
れ
る
地
域
に
根
を
張
っ
た
医
療
活
動

を
さ
れ
て
い
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
本
学
の

卒
業
生
や
病
院
な
ど
都
市
部
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
先
生
が
連
携
し
て
、
滋
賀
県
の
医
療
が
支
え

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
自
治
医
大
の
先
生
方

が
持
っ
て
お
ら
れ
る
ソ
フ
ト
を
取
り
込
ん
で
教

育
に
生
か
せ
た
ら
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
魅
力

の
あ
る
卒
前
卒
後
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
滋
賀
県
に
は
地
域
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る

方
々
の
中
に
、
全
国
レ
ベ
ル
で
有
名
な
先
生
も

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
結
び
つ
き
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
も
同
じ
で
、
滋
賀
に
関
心
の
あ
る
学
生

を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
滋
賀
医
大
だ
け
で

な
く
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
看
護
教
育
に
携
わ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
情
報
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
そ
う
し
な

い
と
ば
ら
ば
ら
で
は
効
率
が
悪
い
わ
け
で
す
。

永
田　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
３
年
し
か

経
っ
て
い
な
い
わ
け
で
、
文
部
科
学
省
か
ら
い

た
だ
い
た
も
の
は
キ
ッ
ク
オ
フ
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
当
然
大
学
だ
け
で

や
る
も
の
で
は
な
く
て
、
地
域
を
巻
き
込
ん
で

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
素
地
が
少
し
ず
つ
積
み
上
が
っ
て
き
て
い

ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
で
と
い
う
意
識

が
、
自
治
体
、
行
政
、
市
民
、
地
域
の
先
生
方

の
中
で
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

そ
れ
を
ま
と
め
て
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

垰
田　

昨
年
９
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
滋
賀
の

医
療
と
医
師
・
看
護
師
養
成
を
考
え
る
」で
は

服
部
先
生
か
ら
大
学
と
し
て
の
構
想
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
馬
場
学
長
か
ら
は

県
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

服
部　

知
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
医
療
に
関
係

し
て
い
る
行
政
の
方
々
と
お
話
し
し
て
、
多
く

の
方
か
ら
里
親
G
P
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
終
わ
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
」と
い
う
の
が
行
政
の
希
望
で
も
あ
り
ま

す
し
、
こ
れ
か
ら
立
案
す
る
こ
と
に
対
す
る
支

援
を
約
束
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

N
P
O
法
人
を
立
ち
上
げ
て
、
里
親
G
P
を

発
展
さ
せ
た「
滋
賀
医
療
人
育
成
協
力
機
構
」

（
仮
称
）と
し
て
、
本
学
の
学
生
だ
け
で
な
く
、

自
治
医
大
の
学
生
と
か
県
外
で
学
ん
で
い
る

滋
賀
県
出
身
の
医
学
生
や
看
護
学
生
の
支
援
を

継
続
的
に
続
け
て
い
く
、
そ
う
い
う
計
画
が
う

ま
く
遂
行
で
き
る
よ
う
な
法
人
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

行
政
、
医
師
会
、
看
護
協
会
、
薬
剤
師
会
、

病
院
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
全
体
が
協

力
し
て
い
く
よ
う
な
機
構
を
作
っ
て
、
運
営
で

き
れ
ば
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
度
中
に
計
画
し
て
、
県
に
提
示
し
て
い
き

拡
大
し
て
継
続
し
て
い
け
た
ら
、
本
当
に
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。
新
し
い
組
織
を
立
ち
上
げ
る

た
め
に
、
お
二
人
の
お
知
恵
が
必
要
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

宿泊研修 （彦根市での交流会にて）
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タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
F
D
研
修
を
受

講
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。（「
今
ど
き
の

学
生
」
に
関
す
る
F
D
研
修
会　

H
20
年

１
月
28
日
開
催
）

●
教
職
員
だ
け
で
な
く
里
親
や
プ
チ
里
親
を

支
援
員
と
し
て「
里
親
」学
生
支
援
室
を
設

置
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
の
背
景

　

深
刻
化
す
る
医
師
・
看
護
師
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
、
地
域
医
療
の
担
い

手
を
ど
う
育
て
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
大
都
市
部
に
医
師
・
看
護
師
が
集
中
し
、

地
方
で
は
深
刻
な
医
師
・
看
護
師
不
足
に

よ
る
社
会
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
医
学
教
育
で
は
、
地
元
地
域

を
意
識
し
た
教
育
・
学
生
支
援
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
地
域
医
療
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
い
て

も
、
そ
の「
初
心
」を
育
み
支
え
る
支
援
策

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
（
卒
業
後
は「『
是
非
』
滋
賀
県
で
働
き
た

い
」
9.4
％
、「
滋
賀
県
で
働
い
て
も
よ
い
」

43
・
4
％
・・
本
学
医
学
生
3
9
2
人
調
査
、

Ｈ
19
年
12
月
実
施
）

●
地
域
に
残
る
こ
と
に
不
安
を
抱
く
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
独
自
性

　

地
域
医
療
を
志
す
医
学
生
・
看
護
学
生

に
対
し
て
、
大
学
と
地
域
が
連
携
し
て
、

学
生
た
ち
の
初
心
を
育
む
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

●
関
心
の
あ
る
診
療
科
や
所
属
ク
ラ
ブ
な

ど
、
学
生
の
特
性
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て

里
親
を
選
び
ま
す
。

●
ま
ず
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
か
ら
始
め
て
、

春
夏
冬
休
み
に
は
里
親
を
訪
ね
て
直
接
交

流
を
図
り
ま
す
。

●「
医
学
概
論
Ⅰ
の
早
期
体
験
学
習
」「
自
主

研
修
」「
社
会
医
学
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
」「
学

外（
地
域
）
臨
床
実
習
」
な
ど
で
、
里
親
、

プ
チ
里
親
の
下
で
長
期
体
験
実
習
が
行
え

る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
里
親
、
プ
チ
里
親
が
講
師
と
し
て
全
学
的

な
教
育
に
も
関
わ
れ
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

●「
学
生
理
解
」
や「
学
生
指
導
法
」
な
ど
に

つ
い
て
、
里
親
、
プ
チ
里
親
も
参
加
で
き

る
F
D
研
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

期
待
さ
れ
る
効
果

　

大
学
と
地
域
が
連
携
し
て
、
学
生
の
ニ
ー
ズ

（
滋
賀
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
不
安
や
悩
み
を

相
談
し
た
い
）と
地
域
の
ニ
ー
ズ（
地
域
の
現

状
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
地
域
に
残
っ
て
医
療
活

動
を
行
っ
て
ほ
し
い
）を
結
び
つ
け
ま
す
。

●「
里
親
」「
プ
チ
里
親
」と
の
交
流
を
通
じ
て

地
域
へ
の
愛
着
を
増
し
、
地
域
医
療
へ
の

関
心
を
持
続
向
上
さ
せ
、
滋
賀
県
で
活
躍
す

る
卒
業
生
を
う
み
だ
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

●
学
生
の
人
間
関
係
に
お
け
る
経
験
を
豊
か
に

し
、
優
れ
た
医
療
人
と
な
る
た
め
の
態
度
形

成
が
期
待
で
き
ま
す
。

●「
里
親
」「
プ
チ
里
親
」と
連
携
交
流
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
学
内
だ
け
で
は
発
見
で
き
な

い
学
生
支
援
の
課
題
に
気
付
い
た
り
、
教
職

員
の
能
力
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
補
助
期
間
終
了
後
も
学
部
教
育
の
一
環
と
位

置
づ
け
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

の
医
療
を
担
う
医
療
人
の
供
給
体
制
の
確
立

が
期
待
で
き
ま
す
。

プチ里親 
（ボラン　 
　　ティア 

地域「里親」医学生支援プログラム 

大学 

学生支援 学生支援 ＦＤ支援 

全学生 

地域医療への 
モチベーションの維持と向上 

地域での 
医療を志す 
学生 

プチ里親 
（地域住民 
  患者） 

地域医療を担う医師・看護師の養成と確保 

情報交換 

地域医療 
情報発信 成長支援 

コミュニケーション 里親 
（同窓生　 
医師・ 
看護師） 

「里親」 
　支援室 

県内で働く同窓会の医師624名と看護師139名

の中から趣旨に賛同される方 

病院ボランティア（50名）、模擬患者ボランティア

（20名）、献体篤志家組織「しゃくなげ会」の会員

と家族（1345名）、および広く県民の中から趣旨

に賛同される方を募ります。 

■里親バンク 

里　親 

プチ里親 

「
里
親
」
に
よ
る
医
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

概
略
と
経
緯
。

『
地
域
「
里
親
」
に
よ
る
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
は
、
将
来
、
滋
賀
県
で
医
療
活
動
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
医
学
生
と
看
護
学
生
を
、
入
学
時
か
ら
地
域

で
活
躍
す
る
同
窓
生
や
地
域
に
暮
ら
す
住
民
が
「
里
親
」「
プ
チ
里
親
」
と
な
っ
て
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
に
対
す
る
関
心
を
持
続
・
発
展
さ
せ
、「
自

ら
望
ん
で
地
域
の
医
療
に
携
わ
る
医
療
人
」
と
し
て
養
成
し
、
深
刻
化
す
る
地
方
の
医
師
・
看
護
師
不
足
の
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

2007年 11月1日 里親学生支援室立ち上げ 

『地域「里親」による学生支援プログラム』の発足から現在に至るまでの経緯 

2008年 1月28日 FD研修会開催　「今どきの学生」について 
 2月9日 「大学教育改革プログラム合同フォーラム」ポスターセッション 
 3月6日 里親募集チラシ・ポスターの発送 
 3月16日 FD研修会開催　里親募集および趣旨説明、意見交換 
 3月16日～18日 新聞広告掲載（読売・中日・毎日・朝日・産経・京都） 
 3月20日 後援会に出席し、プチ里親募集および趣旨説明、意見交換 
 4月10日～5月中旬 1年生を対象に参加学生を募集 
 6月中旬～下旬 里親学生支援室員と参加希望学生との懇談を実施 
 7月28日 FD研修会「滋賀県の医師不足問題の現状と課題について」を地域医療システム学講座との共催で開催 
 8月 1日 里親バンク登録の「里親」と参加学生とのマッチング決定 
 9月5日～6日 夏期宿泊研修「湖北地域の医療と文化を学ぶ旅」を実施 
 10月25日～26日  若鮎祭（学園祭）に「里親学生支援室ブース」を開設 
 10月16・23・30日 市民公開講座（健康教育学習会）を「しゃくなげ会」との共催で開催 
 12月 1日 「里親GP学生支援ニュース」　　創刊号発行 

2009年 1月23日 「里親」「プチ里親」向けFD研修会(交流会)開催 
 2月20日～21日 冬期宿泊研修「湖西地域の医療と文化を学ぶ旅」を実施 
 4月1日 広報誌　里親GP「学生支援ニュース」第2号　発行 
 4月9日～5月中旬 1年生を対象に参加学生を募集 
 4月9日・13日 里親学生支援室員と既登録学生（2年生）との懇談を実施 
 5月13日～下旬 里親学生支援室員と参加希望学生（1年生）との懇談を実施 
 6月16日 里親バンク登録の「里親」と参加学生とのマッチング決定 
 6月22日 FD研修会「地域医療の現状について 　－滋賀病院及び周辺の医療環境をとおしてー」を開催 
 9月3日～4日 夏期宿泊研修「湖東地域の医療と歴史・文化を学ぶ」を実施 
 10月22日・29日 甲賀市と今津市で健康教育学習会を開催 
 10月24日～25日 若鮎祭に「里親学生支援室ブース」を開設 
 12月1日 広報誌　里親GP「学生支援ニュース」第3号　発行 

2010年 1月29日 産業医科大学医学部　学生支援GPフォーラム「医科大学における学生支援について」において講演 
 2月1日 日本学生支援機構主催の『平成21年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」・ 

  「大学教育・学生支援推進事業（学生支援推進プログラム）」意見交換会』において事例紹介 
 2月4日 里親・プチ里親対象の「FD研修会・意見交換会」を開催 
 3月8日～9日 宿泊研修「甲賀地域の医療と歴史・文化を学ぶ」を実施 
 6月29日 里親GP参加学生を対象にコミュニケーションセミナーを開催 
 7月22日 FD研修会「東近江地域の地域医療再生の取り組み」を開催 
 8月26日～27日 宿泊研修「彦根・米原・伊吹山方面の医療と歴史・文化を学ぶ」を実施 
 9月26日 県民公開講座「滋賀の医療と医師・看護師養成を考える」を開催 
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地域の期待に応える
滋賀医科大学小児科の取り組み

小児科学講座　教授　竹内　義博

地
域
の
期
待
に
応
え
る

滋
賀
医
科
大
学
小
児
科
の
取
り
組
み

小
児
科
学
講
座　

教
授　

竹
内　

義
博

2
0
0
1
年
に
本
学
に
着
任
さ
れ
て
以
来
、「
小
児
救
急
医
療
体
制
の
確
立
」「
周
産
期
医
療
体
制
の
整
備
」

「
発
達
障
害
へ
の
取
り
組
み
」と
い
う
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
、
滋
賀
県
の
小
児
医
療
の
充
実
、
発
展
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
竹
内
義
博
教
授
。
N
I
C
U
（
新
生
児
集
中
治
療
室
）の
開
設
・
拡
充
や
小
児
救
急

医
療
体
制
の
整
備
な
ど
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

N
I
C
U
で
は
１
人
の
早
産
・
低
出
生
体
重
児
や

病
的
新
生
児
に
対
し
て
多
数
の
新
生
児
専
任
医
師
を

必
要
と
す
る
場
合
が
多
く
、
加
え
て
不
妊
治
療
に
よ

る
多
胎
児
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
十
分
な
人
員

を
配
置
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生
児
の
受
け
入
れ
に
備

え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
本
学
は
、
新
生
児
専
任
医

師
を
育
成
す
る
使
命
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

小
児
科
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
す
る
こ
と
な
く
質
の
高

い
医
療
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
医
師
や

医
学
生
が
新
生
児
医
療
に
関
心
を
持
ち
、
新
生
児
専

任
医
師
志
望
者
が
増
え
る
と
い
う
良
い
流
れ
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
幸
い
な
こ
と
に
、
実
習
に
参
加
し
た
医

学
生
の
中
に
小
児
科
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
く
、

小
児
科
へ
の
入
局
を
希
望
す
る
人
材
に
恵
ま
れ
、
さ

ら
に
新
生
児
医
療
を
志
す
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。

実
際
、
大
学
に
勤
務
す
る
日
本
小
児
科
学
会
認
定
の

小
児
科
専
門
医
数
と
最
近
５
年
間
の
小
児
科
専
門
医

育
成
数
は
、
近
畿
地
区
12
大
学
の
な
か
で
い
ず
れ
も

１
〜
２
位
を
競
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
外
で

活
躍
す
る
優
れ
た
人
材
を
多
く
輩
出
し
、
分
け
て
も

滋
賀
県
の
小
児
科
医
療
を
本
学
が
担
っ
て
い
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

他
の
専
門
分
野
や
診
療
科
と
の
連
携
に
よ
る

新
生
児
医
療

　

現
在
、
医
療
は
分
化
、
専
門
化
の
方
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
大
学
に
お
け
る
新
生
児

医
療
に
つ
い
て
は
、
小
児
科
の
中
に
含
ま
れ
る
べ
き

で
、
他
の
専
門
分
野
の
小
児
科
医
と
協
力
し
て
や
っ

て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
の
た
め
に
も
、
医
師
の

教
育
と
い
う
意
味
か
ら
も
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
早
産
・
低
出
生
体
重
児
は
、
心
疾

患
、
神
経
疾
患
、
内
分
泌
代
謝
疾
患
等
を
合
併
す
る

こ
と
が
多
く
、
ま
た
成
長
に
伴
っ
て
注
意
欠
陥
多
動

性
障
害（
A
D
H
D
）
や
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害（
A
S
D
）
な
ど
の
発
達
障
害
を
発
症
す
る
頻
度

が
高
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
専
門
家
が
連
携

し
て
、
成
長
・
発
達
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

本
学
で
は
、
N
I
C
U
の
当
直
に
新
生
児
専
任
医

師
以
外
の
一
般
小
児
科
医
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

入
退
院
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
一
般
小
児
科
医
と
新
生

児
専
任
医
師
が
合
同
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
児

科
医
間
の
連
携
と
交
流
が
自
然
に
図
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
母
子
診
療
科
や
看
護
部
と
の
連
携

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
小
児
科
以
外
の
診
療
科
と
の

協
力
体
制
も
不
可
欠
で
す
。
特
に
外
科
学
講
座
の
理

解
に
よ
り
経
験
豊
富
な
小
児
外
科
専
門
医
を
本
学
に

迎
え
た
こ
と
で
、
よ
り
安
心
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生

児
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
ど
に
十
分
配
慮
さ
れ
た
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
0
年
７
月
に
は
、
文
部
科

学
省
や
滋
賀
県
の
支
援
に
よ
り
、
G
C
U
は
６
床
増

床
し
て
12
床
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
整
備
と
並
行
し
て
、
新
生
児
専
任
医
師
の

育
成
に
取
り
組
み
、
現
在
は
専
任
医
師（
講
師
お
よ

び
助
教
）６
名
に
小
児
科
医
員
２
名
が
加
わ
り
、
専

任
小
児
科
医
８
名
体
制
と
な
り
、
24
時
間
ほ
ぼ
複
数

の
専
任
医
師
が
N
I
C
U
に
勤
務
で
き
る
体
制
が
整

い
ま
し
た
。

子
医
療
セ 

ン
タ
ー
（
大
津
赤
十
字
病
院
）と
周
産
期

医
療
協
力
支
援
病
院（
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属

病
院
）で
よ
り
高
度
か
つ
専
門
的
な
医
療
提
供
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。

滋
賀
医
科
大
学
に
お
け
る

新
生
児
医
療
の
発
展

　

滋
賀
県
で
は
大
津
赤
十
字
病
院
が
早
く
か
ら

N
I
C
U
（
保
険
加
算
が
認
可
さ
れ
24
時
間
集
中
管

理
が
行
え
る
新
生
児
集
中
治
療
室
）を
開
設
し
て
い

ま
し
た
が
、
県
内
の
N
I
C
U
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
滋
賀
医
科
大
学
で
は
、
2
0
0
3
年
９
月
に
そ

れ
ま
で
の
未
熟
児
室
に
代
わ
っ
て
、
新
生
児
医
療
の

専
門
医
が
当
直
す
る
N
I
C
U
６
床
を
開
設
し
ま
し

た
。
小
児
科
学
教
室
員
の
熱
意
と
看
護
部
の
支
援
を

背
景
に
、
敢
え
て
一
般
小
児
科
の
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら

し
て
、
N
I
C
U
の
開
設
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
が
、

そ
の
後
の
新
生
児
医
療
発
展
の
足
が
か
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

2
0
0
7
年
に
は
N
I
C
U
を
９
床
に
増
床
、

N
I
C
U
で
治
療
を
受
け
た
新
生
児
を
引
き
続
き
ケ

ア
す
る
た
め
の
G
C
U
（
継
続
保
育
治
療
室
）３
床

が
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で
病
院
再
開
発

事
業
が
進
む
中
、
小
児
科
で
は
新
生
児
医
療
部
門
を

重
点
的
に
拡
充
、
2
0
0
9
年
５
月
に
、
N
I
C
U

９
床
、
G
C
U
６
床
と
し
、
安
全
管
理
や
感
染
対
策

滋
賀
県
の
周
産
期
医
療
の
現
状

　

近
年
、
滋
賀
県
は
、
出
生
率
、
合
計
特
殊
出
生
率

と
も
に
全
国
平
均
に
比
べ
る
と
高
い
値
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
15
歳
未
満
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

全
国
２
位（
15
·
2
％
）
で
、
国
の
推
計
に
よ
る
と

2
0
3
0
年
に
人
口
増
加
が
見
込
め
る
唯
一
の
都
道

府
県
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
滋
賀
県
の
新
生
児
死
亡
率
と
乳
児
死
亡
率

は
全
国
平
均
よ
り
高
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
徐
々
に
全
国
平
均
と
同
水
準
に
改
善
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

滋
賀
県
で
は
、
2
0
1
5
年
度
を
目
標
年
次
と
す

る「
滋
賀
県
周
産
期
医
療
体
制
整
備
計
画
」を
策
定

し
て
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
娠
・
新
生
児
に
対
す
る
周

産
期
医
療
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
つ
の
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
（
近

江
八
幡
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
長
浜
赤
十
字
病

院
、
い
ず
れ
も
小
児
科
医
は
全
員
滋
賀
医
科
大
学
関

係
者
）と
県
内
８
カ
所
の
周
産
期
協
力
病
院
が
連
携

し
て
２
次
医
療
を
行
い
、
さ
ら
に
、
総
合
周
産
期
母

滋賀医大新生児医療 
（NICU 9NICU 9床、GCU12床） 
滋賀医大新生児医療 
（NICU 9床、GCU12床） 

看護部 

母子診療科 

小児外科 

泌尿器科 

県寄付講座 
地域周産期医療学講座 

脳神経外科・眼科・ 
耳鼻科・皮膚科など 

小児科 

急性期 

診療・支援 

発達外来 
ADHD 
ASDなど 

新生児 

循環器 

神経 

内分泌代謝 

血液 腎 

成長発達 

安全管理や感染対策に配慮されたNICU
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地域の期待に応える
滋賀医科大学小児科の取り組み

急
患
者
を
小

児
科
中
核
病

院
で
あ
る
本

学
が
受
け
入

れ
る
と
い
う

モ
デ
ル
案
を

提
言
し
て
い

ま
す
。

　

過
酷
な
労

働
環
境
の
ほ

か
、
訴
訟
の

リ
ス
ク
な
ど

に
よ
っ
て
、

医
師
不
足
が

最
も
深
刻
な

産
婦
人
科
に

つ
い
て
は
、

各
地
で
公
的

病
院
の
診
療

科
の
閉
鎖
や

分
娩
休
止
な

ど
が
相
次
ぎ
、

大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

人
口
10
万

人
当
た
り
の
産
科
医
師
数
が
日
本
一
少
な
い
滋
賀
県

で
も
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が

急
が
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の
地
域
周
産
期
医
療
学
講

座
で
は
、
機
能
分
担
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
適

切
な
周
産
期
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
産
科
学
婦
人
科
学
講
座
で
は
、
一
昨

年
就
任
さ
れ
た
村
上
節
教
授
が
産
科
医
の
育
成
に
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
根
づ
い
た
人
材
育
成
の
良
い
流
れ
を
今
後

に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
、若
い
医
師
が
高
い
志
を
持
っ

て
集
い
、
矜
持
を
保
ち
な
が
ら
互
い
に
切
磋
琢
磨
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
く
の

が
教
授
の
務
め
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
先
ず
医
師
を
徒
に
疲
弊
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
県
民
の

皆
様
に
も
ぜ
ひ
ご
理
解
を
頂
き
、
長
い
目
で
医
師
の

成
長
を
見
守
っ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
延
い
て
は
、
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が
で
き

る
地
域
医
療
を
実
現
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

救
急
診
療
を
受
診
す
る
い
わ
ゆ
る〝
コ
ン
ビ
ニ
受
診
〞

に
よ
り
、
病
院
で
宿
当
直
す
る
医
師
に
過
重
な
負
担

が
か
か
り
、
全
国
的
に
は
、
病
院
を
辞
め
て
開
業
す

る
医
師
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
病
院
小
児
科

医
不
足
に
拍
車
を
か
け
、
現
場
に
踏
み
と
ど
ま
る
医

師
の
負
担
を
さ
ら
に
重
く
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
招

き
、
こ
の
ま
ま
で
は
小
児
救
急
医
療
が
崩
壊
す
る
と

ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
次
救
急
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域

で
開
業
し
小
児
科
を
標
榜
さ
れ
て
い
る
先
生
方
が
担

う
こ
と
が
本
来
の
姿
で
す
。
大
津
医
療
圏
で
は
大
津

市
内
で
開
業
さ
れ
て
い
る
先
生
方
が
当
番
制
で
大
津

赤
十
字
病
院
に
出
向
い
て
時
間
外
診
療
を
担
当
さ
れ
、

病
院
小
児
科
医
や
大
学
派
遣
の
当
直
医
が
２
次
、
３

次
救
急
を
担
当
す
る
と
い
う
、
ほ
ぼ
理
想
的
な
小
児

救
急
医
療
体
制
を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
医
師
会
の

先
生
方
が
参
加
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
小
児
救
急
医
療

体
制（
時
間
外
診
療
）を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
す
。
滋
賀
県
で
は
行
政
の
指
導
と
医
師
会
、
病
院
、

大
学
の
信
頼
関
係
の
下
に
、
早
急
に
医
師
会
の
先
生

方
が
参
加
で
き
な
い
小
児
救
急
医
療
体
制（
時
間
外
診

療
）を
改
善
し
、
大
き
な
視
野
に
立
っ
て
、
よ
り
健
全

な
小
児
救
急
医
療
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
親
や
県
民
の
意
識
改
革
を
進
め
て
、「
24
時

間
3
6
5
日
、
近
く
の
病
院
で
専
門
の
小
児
科
医
に
、

無
料
で
診
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
考
え
を
改
め
る
こ

と
も
必
要
で
す
。「
か
か
り
つ
け
医
」の
復
活
や
小
児

救
急
電
話
相
談
の
利
用
を
啓
発
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

日
本
小
児
科
学
会
の
小
児
医
療
体
制
モ
デ
ル
案
策

定
委
員
会
で
は
、
滋
賀
県
内
を
４
つ
の
小
児
医
療
圏

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
圏
に
地
域
小
児
科
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
、
１
次
２
次
救
急
に
つ
い
て
は
、

小
児
科
診
療
所
や
一
般
病
院
小
児
科
、
輪
番
病
院
あ

る
い
は
地
域
小
児
科
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
、
３
次
救

新
生
児
医
療
と
切
り
離
せ
な
い

発
達
障
害
の
診
断
・
支
援

　

最
近
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
の
多
い
発
達
障
害
に
つ
い
て
、
発
達
障
害
者
支
援

法
に
は「
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他

の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害（
A
D
H
D
）、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

脳
機
能
の
障
害
で
あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢

に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
社
会
的
コ
ス
ト
は
大
き
く
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
だ
け
で
も
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
に
匹
敵
す
る
経
済
的
負
担（
年
間
10
兆

円
）が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
産
期

医
療
の
進

歩
で
、
低

出
生
体
重

児
で
あ
っ

て
も
救

命
さ
れ
る

新
生
児
が

増
加
し
て

い
ま
す
。

一
方
で

N
I
C
U

で
救
命

し
た
低
出

生
体
重
児

や
早
産
児

は
、
発
達
障
害
を
発
症
す
る
比
率
が
高
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
生
児
医
療
に
取
り
組
む

施
設
の
責
務
と
し
て
、
幼
児
期
以
降
に
発
症
す
る
発

達
障
害
の
診
断
・
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、今
後
の
N
I
C
U
は
真
の
意
味
で
の「
イ

ン
タ
ク
ト
・
サ
バ
イ
バ
ル（intact survival

：
障

害
な
き
生
存
）」を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
2
0
0
2
年
に
発
達
外
来
を
開
設
、

滋
賀
県
全
体
の
発
達
障
害
医
療
に
お
け
る
中
核
施
設

と
し
て
発
達
障
害
の
厳
密
な
診
断
、
教
育
心
理
的
ア

プ
ロ
ー
チ
、
投
薬
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
発
達
障
害
の
発
症
に
は
、
家
庭

や
学
校
な
ど
人
的
環
境
要
因
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

家
庭
や
学
校
が
中
心
と
な
っ
て
、
医
療
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
適
切
な
教
育
や
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

療
育
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

小
児
救
急
医
療
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に

　

小
児
救
急
医
療
は
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
軽
症
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
夜
間
の

　

滋
賀
県
の
寄
附
講
座
と
し
て
地
域
周
産
期
医
療
学

講
座
が
開
設
さ
れ
、
看
護
部
は
も
ち
ろ
ん
、
母
子
診

療
科
、
小
児
外
科
、
泌
尿
器
科
な
ど
他
の
診
療
科
の

協
力
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
質
の
高
い
新
生
児
医
療

や
育
児
支
援
の
提
供
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
研
究
班
の
指
針
で
は
、
N
I
C
U
は

出
生
数
1
0
0
0
人
あ
た
り
２
〜
３
床
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
の
出
生
数
が
1
3
0
0
0

〜
1
4
0
0
0
人
の
滋
賀
県
に
は
、
26
〜
42
床
の

N
I
C
U
が
必
要
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
新

生
児
専
任
医
師
が
当
直
す
る
N
I
C
U
は
大
津
赤
十

字
病
院
の
９
床
と
滋
賀
医
科
大
学
の
９
床
の
合
計
18

床
で
、
滋
賀
県
と
し
て
湖
南
地
区
以
外
の
施
設
に
少

な
く
と
も
８
床
の
増
床
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
順
調
に
新
生
児
専
任
医
師
の
育
成
が
進
む

な
ら
、
今
は
小
児
科
医
が
兼
務
し
て
い
る
２
カ
所
の

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
も
、
複
数
の
新

生
児
専
任
医
師
を
派
遣
調
整
し
て
、
N
I
C
U
を
開

設
で
き
る
日
が
遠
く
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

地域周産期母子医療センター 

周産期協力医療機関 
大津市民病院・済生会滋賀県病院・草津総合病院・公立甲賀病院・ 
日野記念病院・彦根市立病院・市立長浜病院・公立高島総合病院 

近江八幡市総合医療センター 
（NICU 0床　新生児専任医師 1～2名） 

長浜赤十字病院 
（NICU 0床　新生児専任医師 1～2名） 

総合周産期母子医療センター 
大津赤十字病院 

NICU 9床　新生児専任医師　6名 

周産期医療協力支援病院 
滋賀医科大学医学部附属病院 
NICU 9床　新生児専任医師　8名 

〈2010以降〉 
【滋賀県周産期医療体制】 

滋賀県周産期医療協議会 

3次医療 

2次医療 

1次医療 周産期医療機関 

病　院 診療所 助産所 

マキノ病院 

公立高島総合病院 

滋賀医科大学 
医学部附属病院 

長浜市立湖北病院 

長浜赤十字病院 

彦根市立病院 
彦根中央病院 
友仁山崎病院 

大津赤十字病院 
大津市民病院 

 社会保険滋賀病院 

豊郷病院 

東近江市立能登川病院 

湖東記念病院 

国立病院機構滋賀病院 

東近江市立蒲生病院 

日野記念病院 

近江八幡市立総合医療センター 

草津総合病院 

野洲病院 
県立小児保健医療センター 
守山市民病院 
済生会滋賀病院 

公立甲賀病院 
水口市民病院 

国立病院機構紫香楽病院 

近江草津病院 

市立長浜病院 

湖東・湖北小児医療圏 

湖西・大津小児医療圏 

湖南・甲賀小児医療圏 

東近江小児医療圏 

マキノ病院 

公立高島総合病院 

滋賀医科大学 
医学部附属病院 

長浜市立湖北病院 

長浜赤十字病院 

彦根市立病院 
彦根中央病院 
友仁山崎病院 

大津赤十字病院 
大津市民病院 

 社会保険滋賀病院 

豊郷病院 

東近江市立能登川病院 

湖東記念病院 

国立病院機構滋賀病院 

東近江市立蒲生病院 

日野記念病院 

近江八幡市立総合医療センター 

草津総合病院 

野洲病院 
県立小児保健医療センター 
守山市民病院 
済生会滋賀県病院 

公立甲賀病院 
水口市民病院 

国立病院機構紫香楽病院 

近江草津病院 

市立長浜病院 

湖東・湖北小児医療圏 

湖西・大津小児医療圏 

湖南・甲賀小児医療圏 

東近江小児医療圏 

滋賀県小児医療体制モデル案 
（小児科学会） 

社会に対する経済的影響（Economic Impact） 

疾患の社会的コスト／年（米国） 

うつ病 

脳血管障害 
ADHD

小児 

成人 

アルツハイマー病 

44 billion ＄ 
53 billion ＄ 
100 billion ＄ 
50 billion ＄ 
50 billion ＄ 
100 billion ＄ 

（4.4兆円） 
（5.3兆円） 
（10兆円） 
（5.0兆円） 
（5.0兆円） 
（10兆円） 

（Pelham,2007,2008） 
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炎症性腸疾患診療の進歩

滋賀医科大学大学院感染応答・免疫調節部門（消化器免疫）　教授　安藤　朗

炎
症
性
腸
疾
患
診
療
の
進
歩

滋
賀
医
科
大
学
大
学
院
感
染
応
答
・
免
疫
調
節
部
門
（
消
化
器
免
疫
）　

教
授　

安
藤　

朗

日
本
に
お
け
る
炎
症
性
腸
疾
患
の
患
者
数
の
増
加
を
受
け
て
、
滋
賀
県
に
お
け
る
炎
症
性
腸
疾
患
の
拠
点

病
院
と
し
て
2
0
0
5
年
に
炎
症
性
腸
疾
患
セ
ン
タ
ー
が
滋
賀
医
科
大
学
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
日
本
で
患
者
数
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
の
背
景
や
、
最
新
の
診
断
・
治
療
に
つ
い
て
安
藤
教
授

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

反
応
を
お
こ
す
蛋
白
の
総
称
）の
一
つ
で
す
が
、
こ

の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
キ
メ
ラ
抗
体（
レ
ミ
ケ
ー
ド
の

25
%
が
マ
ウ
ス
蛋
白
の
構
造
で
残
り
75
%
が
ヒ
ト
の

蛋
白
の
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
キ
メ
ラ
抗
体
と
呼
ば

れ
る
）で
中
和
す
る
こ
と
に
よ
り
C
D
の
病
勢
が
劇

的
に
改
善
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
治
療
法

で
は
困
難
で
あ
っ
た
粘
膜
治
癒（
潰
瘍
病
変
の
ほ
ぼ

完
全
な
消
失
）に
至
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。す
な
わ
ち
、従
来
の
治
療
法
で
回
避
で
き
な
か
っ

た
C
D
の
潜
在
的
腸
管
病
変（
狭
窄
や
瘻
孔
形
成
）

の
進
行
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。
さ
ら
に
、
最
近
、
マ
ウ
ス
蛋
白
の
構
造
を
全

く
も
た
な
い
全
ヒ
ト
型
の
抗
T
N
F

－

α
抗
体
ヒ
ュ

ミ
ラ
の
投
与
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
腸
管
病
変
が

複
雑
に
進
行
す
る
前
の
発
症
初
期
か
ら
レ
ミ
ケ
ー
ド

や
ヒ
ュ
ミ
ラ
な
ど
の
抗
T
N
F

－

α
抗
体
投
与
を
開

始
し（Top　

dow
n

療
法
）、
C
D
の
自
然
史
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
た

だ
、
抗
T
N
F

－

α
抗
体
の
投
与
を
受
け
て
い
る
患

者
の
20
%
で
効
果
の
減
弱
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
悪

性
リ
ン
パ
腫
の
発
症
の
可
能
性
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
小
腸
内
視
鏡
の
進
歩
も
、
C
D
治
療
に
革

新
的
進
歩
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
大
腸

病
変
は
従
来
の
内
視
鏡
に
よ
り
診
断
治
療
が
可
能
で

し
た
が
、
当
院
で
は
、
小
腸
内
視
鏡
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
検
索
が
で
き
な
か
っ

た
深
部
小
腸
の
観
察
が
可
能
と
な
り
、
臨
床
症
状
が

全
く
な
い
C
D
患
者
で
も
か
な
り
の
確
率
で
小
腸
病

変
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
小
腸
内

視
鏡
は
、
小
腸
病
変
の
診
断
の
み
な
ら
ず
、
従
来
は

外
科
手
術
の
適
応
で
あ
っ
た
小
腸
狭
窄
病
変
に
対
し

内
視
鏡
下
バ
ル
ー
ン
拡
張
術
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

I
B
D
研
究
に
お
け
る
当
研
究
室
の
貢
献 

　

I
B
D
診
療
の
特
徴
は
、
基
礎
研
究
の
成
果
が
い

ち
早
く
臨
床
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
我
々
の
研
究
室
が
世
界
に
先
駆
け

て
報
告
し
た
新
た
な
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
ポ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
T
h
17
細
胞
や
制
御
性
T
細
胞（
T
r
e
g
）

の
動
態
解
析
は
、
T
h
17
細
胞
の
制
御
と
T
r
e
g

細
胞
の
導
引
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
治
療
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
I
B
D
の
病
態
形
成
に
関
わ
る
腸
内
細
菌

の
研
究
で
は
、
T

－

R
F
L
P
法
と
い
う
分
子
生
物

学
的
解
析
法
を
世
界
に
先
駆
け
て
導
入
し
難
培
養
菌

を
含
め
た
腸
内
細
菌
叢
の
異
常
を
明
ら
か
に
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
腸
内
細
菌
を
標
的
と
し
た
治
療
法

と
し
て
、
米
ぬ
か
由
来
線
維
成
分
の
U
C
の
寛
解
維

持
に
対
す
る
効
果
を
検
討
中
で
す
。
ま
た
、
免
疫
調

節
剤
の
感
受
性
に
関
す
る
遺
伝
子
多
型
を
世
界
に
先

が
け
明
ら
か
に
し
、
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
治
療
の
構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

I
B
D
セ
ン
タ
ー
と
I
B
D
専
門
医
の
必
要
性 

　

滋
賀
医
科
大
学
I
B
D
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間

に
約
4
0
0
人
の
U
C
患
者
、
2
0
0
人
の
C
D

患
者
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
傾
向

と
し
て
、
患
者
数
の
増
加
と
と
も
に
難
治
例
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
顕

著
に
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
、
増
加
す
る
難
治
例

に
対
し
て
適
切
な
治
療
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

I
B
D
専
門
医
の
育
成
が
急
務
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
学
院
教
育
と
の
連
携
の
も
と
免
疫
の
基
礎
知

識
を
備
え
た
I
B
D
専
門
医
の
育
成
が
当
I
B
D
セ

ン
タ
ー
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

I
B
D
セ
ン
タ
ー
で
は
患
者
向
け
市
民
公
開
講

座
を
毎
年
開
催
す
る
と
と
も
に
、
滋
賀
県
に
お
け
る

I
B
D
診
療
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
、
滋
賀

県
下
の
医
師
会
に
出
向
い
て
厚
労
省
研
究
班
の
活
動

を
紹
介
す
る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
臨
床
治
験
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
予
定
で

す
。

も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
強
力
な

免
疫
抑
制
作
用
に
と
も
な
う
日
和
見
感
染
な
ど
に
十

分
な
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
６
月
に
、
こ
れ
ま
で
C
D
に
適
応
が
認

め
ら
れ
て
い
た
抗
T
N
F

－

α
抗
体
の
レ
ミ
ケ
ー

ド
が
U
C
に
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
治
験

段
階
で
は
、
60

－

70
%
の
患
者
に
有
効
と
の
結
果
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ミ
ケ
ー
ド
は
基
本
的
に
８

週
に
一
回
の
点
滴
投
与
で
外
来
で
の
治
療
が
可
能
で

す
。
た
だ
、
欧
米
か
ら
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
発
生
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
投
与
に
当
た
り
患
者
に
十
分
な
説

明
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
ス
テ
ロ
イ
ド
依
存
例
に
は
、
免
疫
調
節

剤
の
イ
ム
ラ
ン
や
ロ
イ
ケ
リ
ン
を
用
い
ま
す
。
ま

れ
に
、
白
血
球
減
少
、
肝
機
能
障
害
な
ど
の
副
作

用
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
多
く
の
症
例
で
ス
テ
ロ
イ

ド
減
量
が
可
能
で
す
。
当
院
で
は
、
そ
の
有
効
代

謝
産
物
6

－

T
G
N
s
の
血
中
濃
度
を
モ
ニ
タ
ー

し
な
が
ら
投
与
量
を
調
節
し
て
い
ま
す
。ま
た
、我
々

の
最
近
の
研
究
か
ら
、
M
R
P
４
と
い
う
蛋
白
の
遺

伝
子
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
副
作
用
の
一
つ
白
血

球
減
少
を
予
測
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ー
ン
病（
C
D
）診
療
の
進
歩
と
動
向 

　

C
D
の
病
態
に
は
食
事
抗
原
の
関
与
が
強
く
示

唆
さ
れ
、
ア
ミ
ノ
酸
製
剤
を
中
心
と
し
た
栄
養
療
法

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
確
か
に
５

－
A
S
A
製
剤
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
と
の
併
用
に
よ
り
病

勢
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
可
能
で
す
が
、
食
餌
を
開
始

す
る
と
少
な
か
ら
ず
病
気
の
悪
化
を
ま
ね
き
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
間
に
腸
の
瘻
孔
や
狭
窄
を
き
た
し
て
手

術
に
至
る
と
い
う
経
過
を
と
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。

　

し
か
し
、
レ
ミ
ケ
ー
ド（
抗
T
N
F

－

α
抗
体
）

の
登
場
に
よ
り
C
D
の
治
療
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
T
N
F

－

α
は
、
I
B
D
の
病
態
形
成
に
主
役

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン（
免
疫

間
に
患
者
数
は
約
10
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
世
界

的
に
は
韓
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
同
様
の
変
化
が

認
め
ら
れ
、
食
事
の
欧
米
化（
動
物
性
脂
肪
摂
取
量

の
増
加
と
食
物
繊
維
摂
取
量
の
減
少
）、
衛
生
環
境

の
変
化（
冷
蔵
庫
や
上
下
水
施
設
の
普
及
）、
精
神

的
ス
ト
レ
ス
の
増
加
な
ど
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

潰
瘍
性
大
腸
炎（
U
C
）診
療
の
進
歩
と
動
向

　

I
B
D
治
療
の
基

本
薬
は
、
５

－

ア
ミ

ノ
サ
リ
チ
ル
酸
製
剤

（
５

－

A
S
A
製
剤
、

ペ
ン
タ
サ
や
サ
ラ
ゾ

ピ
リ
ン
）
と
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
で
す
。
最
近
、

ア
サ
コ
ー
ル
と
い
う

下
部
小
腸
か
ら
大
腸

で
５

－

A
S
A
を
放

出
す
る
新
し
い
薬
剤

が
U
C
に
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

U
C
で
は
、
病
変
部

位
や
重
症
度
に
応
じ

て
、
こ
れ
ら
の
薬
剤

を
組
み
合
わ
せ
る
治

療
法（
経
口
剤
と
注
腸

剤
、
内
服
と
点
滴
）が

確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
治
療
法

に
抵
抗
を
示
す
難
治
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
以

前
は
、
そ
の
多
く
が
外
科
的
に
大
腸
全
摘
術
を
受
け

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
の
治
療
法
の
進
歩
に
よ
り
、
ス
テ

ロ
イ
ド
抵
抗
例（
十
分
な
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
に
反
応

し
な
い
症
例
）や
ス
テ
ロ
イ
ド
依
存
例（
ス
テ
ロ
イ

ド
を
減
量
す
る
と
悪
化
す
る
症
例
）で
も
、
外
科
手

術
や
長
期
の
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与
を
回
避
す
る
こ
と
が

可
能
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
抵
抗
例
の
中
等
症
に
は
血
球
成
分
除

去
療
法
が
、
重
症
例
に
は
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
や
タ
ク

ロ
リ
ム
ス
が
適
応
と
な
り
ま
す
。
血
球
成
分
除
去
療

法
は
、
体
外
循
環
を
応
用
し
て
活
性
化
し
た
白
血
球

を
除
去
す
る
治
療
法
で
、副
作
用
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

外
来
で
の
治
療
が
可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
原
則
と

し
て
週
に
一
回
の
施
行
が
基
本
で
し
た
が
、
最
近
、

週
２
回
、
合
計
10
回
の
集
中
治
療
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
療
法
は
、
免
疫
抑
制
剤
の

シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
を
持
続
点
滴
す
る
治
療
法
で
、
入

院
が
必
要
で
す
。タ
ク
ロ
リ
ム
ス
は
経
口
剤
で
す
が
、

血
中
濃
度
の
調
節
が
必
要
な
た
め
、
投
与
開
始
時
に

は
入
院
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
ス
テ
ロ
イ
ド

抵
抗
例
の
60
%
か
ら
70
%
に
有
効
と
さ
れ
、
当
院
で

炎
症
性
腸
疾
患
と
は

　

炎
症
性
腸
疾
患（
I
B
D
）
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎

（
U
C
）
と
ク
ロ
ー
ン
病（
C
D
）
か
ら
な
り
ま
す
。

食
中
毒
や
細
菌
性
腸
炎
な
ど
の
急
性
腸
炎
で
は
原

因（
病
原
菌
な
ど
）が
な
く
な
る
と
す
み
や
か
に
腸

炎
は
終
息
に
向
か
い
ま
す
。
I
B
D
で
は
、
原
因

が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
腸
炎
が
よ
く
な
っ
た
り
悪

く
な
っ
た
り
を
繰
り
返
す
慢
性
的
な
経
過
を
と
り
ま

す
。U
C
の
病
変
の
主
体
が
大
腸
で
あ
る
の
に
対
し
、

C
D
で
は
大
腸
だ
け
で
な
く
小
腸

に
も
病
変
が
生
じ
ま
す
。

日
本
で
は
I
B
D
患
者
数
が

爆
発
的
に
増
え
て
い
る

　

I
B
D
の
原
因
は
未
だ
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
遺

伝
的
素
因
と
関
連
し
た
免
疫
の
異

常
が
、
腸
内
細
菌
や
食
事
抗
原
に

過
剰
に
反
応
し
て
発
症
に
至
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
で

は
I
B
D
患
者
数
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
2
0
0
9
年

の
時
点
で
U
C
 1
2
1
'
0
0
0

人
、
C
D
 3
2
'0
0
0
人
に
達

し
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

こ
の
傾
向
は
1
9
8
0
年
代
初

頭
よ
り
顕
著
と
な
り
、
こ
こ
20
年

 図1　日本におけるIBD患者数
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社会医学講座　教授　三浦　克之
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依
存
症
の
克
服
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

禁
煙
外
来

社
会
医
学
講
座　

教
授 　

三
浦　

克
之

臨
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看
護
学
講
座　

教
授 　

宮
松　

直
美

依存症の克服をサポートする
禁煙外来

く
な
り
ま
す
。
W
H
O
で
は
喫
煙
を「
今
世
紀
最
大

の
疫
病
」と
位
置
づ
け
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

2
0
0
3
年
に
施
行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
第
25
条

に
は
、「
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
劇
場
、
観
覧
場
、

集
会
場
、
展
示
場
、
百
貨
店
、
事
務
所
、
官
公
庁
施

設
、
飲
食
店
そ
の
他
の
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設

を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者
に
つ
い

て
、
受
動
喫
煙（
室
内
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に

お
い
て
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と

を
い
う
）を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を 

講
ず

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

小
学
校
や
中
学
校
で
の
防
煙
教
育
も
か
な
り
普

及
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
欧
米
諸
国
に
比

べ
る
と
日
本
で
は
ま
だ
行
政
の
対
応
が
遅
れ
て
い
ま

す
。
滋
賀
県
の
男
性
の
喫
煙
率
は
全
国
平
均
よ
り
高

く
、
ま
た
飲
食
店
な
ど
の
分
煙
化
、
全
面
禁
煙
化
も

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

性
別
・
年
齢
階
級
別
に
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
喫
煙

に
よ
る
余
命
短
縮
を
試
算
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
40
〜
69
歳
の
男
性
に
お
い
て
は
、
総

死
亡
者
の
う
ち
現
在
ま
た
は
過
去
の
喫
煙
に
よ
っ

て
死
亡
し
た
人
の
割
合（
集
団
寄
与
危
険
割
合
）が

40
%
前
後
に
も
及
ぶ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

2
0
0
8
年
の
わ
が
国
の
総
死
亡
数
か
ら
み
た
喫

煙
に
よ
る
年
間
推
定
死
亡
数
は
、男
性
で
約
11
万
人
、

女
性
で
約
１
万
人
で
、
日
本
で
は
年
間
12
万
人
も
の

人
が
喫
煙
習
慣
に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
40
〜
50
歳
代
の
若
い
世
代
で
は
喫

煙
者
で
は
非
喫
煙
者
よ
り
平
均
余
命
が
５
年
以
上
短

疾
患
、
慢
性
閉
そ
く
性
肺
疾
患
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

疾
患
の
危
険
因
子
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
疫
学
研
究
で
、
喫
煙
に
よ
り
肺
癌

リ
ス
ク
は
約
４
倍
に
な
り
、
全
て
の
肺
癌
の
７
割
は

喫
煙
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
喫
煙
は
動
脈
硬
化
の
原
因
で
も
あ
り
、
心
筋
梗

塞
リ
ス
ク
は
４
倍
、
脳
卒
中
リ
ス
ク
は
２
倍
に
な
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
肺
気
腫
）
の
ほ
と
ん
ど
が
喫
煙
が
原
因
で
あ
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
非
喫
煙
者
が
タ
バ
コ
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
受

動
喫
煙
も
大
き
な
問
題
で
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
さ

な
い
副
流
煙
は
主
流
煙
よ
り
さ
ら
に
有
害
で
あ
り
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
肺
癌
、
心
筋
梗
塞
、
小
児
の
喘
息

な
ど
の
リ
ス
ク
上
昇
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
婦

の
喫
煙
に
よ
り
出
生
児
の
低
体
重
や
早
産
の
リ
ス
ク

も
高
ま
り
ま
す
。

年
間
12
万
人
の
日
本
人
が
喫
煙
に
よ
り
死
亡

　

喫
煙
習
慣
が
総
死
亡
に
与
え
る
影
響
を
見
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
私
た
ち
は
日
本
を
代
表
す
る
13
の
コ

ホ
ー
ト
研
究（
長
期
間
に
わ
た
っ
て
特
定
の
地
域
や

集
団
に
属
す
る
人
々
を
追
跡
し
て
、
健
康
状
態
と
生

活
習
慣
や
環
境
要
因
と
の
関
係
を
調
査
す
る
疫
学
研

究
）を
統
合
し
た
、約
18
万
人
の
大
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー

ス「EPO
CH
-JAPAN

」
を
厚
生
労
働
省
研
究
班（
班

長
は
本
学
の
上
島
弘
嗣
特
任
教
授
）に
お
い
て
作
成

し
て
、
日
本
人
の
総
死
亡
に
及
ぼ
す
喫
煙
の
影
響
を

喫
煙
は
習
慣
で
は
な
く
治
療
が
必
要
な
依
存
症

　

喫
煙
は
喫
煙
病（
依
存
症
＋
喫
煙
関
連
疾
患
）と

い
う
べ
き
全
身
疾
患
で
あ
り
、
喫
煙
者
は
積
極
的

禁
煙
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
で
あ
る
と
い
う
理
解

が
、
近
年
よ
う
や
く
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

タ
バ
コ
に
は
2
0
0
種
類
以
上
の
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
健
康
へ
の
有
害
性
が
大

き
い
の
が
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素
と
い

う
三
大
有
害
物
質
で
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
は
中
枢
神
経
系
に
作
用
し
て
依
存
を
引

き
起
こ
す
物
質
で
、
喫
煙
に
よ
り
肺
か
ら
速
や
か
に

吸
収
さ
れ
て
数
秒
で
脳
内
に
達
し
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ

ー
に
茶
色
く
付
着
す
る
タ
ー
ル
は
粒
子
状
の
成
分

で
、
数
十
種
類
の
発
ガ
ン
物
質
を
含
ん
で
い
ま
す
。

一
酸
化
炭
素
は
本
来
は
酸
素
を
運
搬
す
る
は
ず
の

血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
び
つ
い
て
し
ま
う
た

め
、
酸
欠
状
態
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

喫
煙
が
悪
性
新
生
物
、
冠
状
動
脈
疾
患
、
脳
血
管

喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
の
大
き
さ
、
そ
の
深
刻
さ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
て
も
、
何
度
も
禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
失
敗
を
繰
り
返
す
喫
煙
者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
0
6
年
か
ら
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
患
者
へ
の
禁
煙
指
導
が
保
険
適
応
と
な
り
、
禁
煙
補
助
薬
や
行
動

科
学
療
法
の
手
法
を
用
い
た
禁
煙
治
療
で
の
治
療
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
禁
煙
治
療
に
あ
た
る
社
会
医
学
講
座
の
三
浦
克
之
教
授
と
、
臨
床

看
護
学
講
座
の
宮
松
直
美
教
授
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

非喫煙者 

年齢 

男性 

女性 

40 47.2 44.9 42.02.4 5.2
50 37.6 35.6 32.62.0 5.0
60 28.4 26.6 23.81.9 4.7
70 19.7 18.5 15.91.2 3.8
80 12.8 11.9 9.90.9 2.9

40 52.4 49.7 46.62.7 5.7
50 42.8 40.1 36.92.7 5.7
60 33.4 30.8 28.12.6 5.6
70 24.4 22.4 19.52.0 4.9
80 16.7 16.2 12.80.6 3.9

平均余命（年） 平均余命 
（年） 

非喫煙者との差 
（年） 

平均余命 
（年） 

非喫煙者との差 
（年） 

過去喫煙者 現在喫煙者 

喫煙による平均余命の短縮 
（性・年齢階級別、EPOCH-JAPAN） 

平成20-22年度厚生労働科学研究EPOCH-JAPAN研究班 

喫煙習慣による総死亡の集団寄与危険割合

喫煙による平均余命の短縮 喫煙による年間推定死亡数 三浦　克之教授

宮松　直美教授
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依存症の克服をサポートする
禁煙外来

ま
す
。
病
棟
の
看
護
師
が
、
緊
急
入
院
を
除
く
20
歳

以
上
の
す
べ
て
の
入
院
患
者
さ
ん
に
入
院
前
60
日
間

の
喫
煙
の
有
無
と
禁
煙
の
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
滋
賀
医
科
大
学
へ
入
院
さ
れ
る

成
人
患
者
さ
ん
の
約
15
%
（
男
性
の
み
で
は
25
%
）

は
喫
煙
者
で
す
。
診
療
科
別
で
は
耳
鼻
科
、
精
神
神

経
科
、
消
化
器
内
科
な
ど
で
喫
煙
患
者
さ
ん
の
割
合

が
高
く
、
い
ず
れ
も
20
%
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
入
院
中
は
保
険
診
療
で
の
禁
煙
治
療

を
開
始
で
き
な
い
た
め
、
入
院
を
機
に
禁
煙
を
開
始

さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
は
先
に
挙
げ
た
行
動
科
学
的
手

法
に
よ
る
禁
煙
支
援
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
入
院
期
間
中
の
禁
煙
支
援
の
た
め
、
１
月
か
ら
は

医
師
・
看
護
師
に
よ
る
禁
煙
外
来
の
ほ
か
に
看
護
禁

煙
相
談
の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。ま
た
、

入
院
期
間
中
の
禁
煙
支
援
の
ほ
か
、
退
院
時
に
は
当

院
を
始
め
県
内
で
禁
煙
治
療
を
行
っ
て
い
る
医
療
施

設
を
案
内
す
る
資
料
を
病
棟
看
護
師
が
手
渡
す
こ
と

で
、
退
院
後
の
再
喫
煙
を
予
防
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
大
学
附
属
病
院
で
の
こ
の
よ
う
な
継
続

し
た
禁
煙
支
援
の
取
り
組
み
は
全
国
的
に
見
て
も
例

が
な
く
、
本
学
医
学
部
附
属
病
院
の
特
徴
と
い
え
る

と
思
い
ま
す
。

　

病
院
の
敷
地
内
は
す
べ
て
禁
煙
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
春
か
ら
大
学
の
敷
地
内
も
す
べ
て
禁
煙
と

な
り
ま
す
。
医
療
人
を
育
て
、
人
々
の
健
康
を
守
る

の
が
使
命
で
あ
る
医
科
大
学
は
、
喫
煙
対
策
に
お
い

て
も
社
会
の
先
頭
を
走
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教
職
員
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
が
一
丸
に
な
っ
て

喫
煙
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

早
い
ほ
ど
効
果
は
大
き
い
で
す
が
、
禁
煙
は
何

歳
で
始
め
て
も
遅
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
禁
煙
し
て
間
も
な
く
肺
の
機
能
が
改
善
し
て
、

心
疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
が
下
が
り
ま
す
。今
後
と
も
、

外
来
や
病
棟
で
の
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
、
一

人
で
も
多
く
の
喫
煙
者
が
タ
バ
コ
の
害
か
ら
解
放
さ

れ
る
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
量
を
徐
々
に
減
ら
し
て
身
体
的
依
存
を
克

服
し
、
最
終
的
に
ニ
コ
チ
ン
補
助
薬
の
使
用
を
終
了

し
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
0
8
年
か
ら
保
険
薬
と
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
バ
レ
ニ
ク
リ
ン（
チ
ャ
ン
ピ
ッ

ク
ス
錠
）は
、
日
本
初
の
ニ
コ
チ
ン
を
含
ま
な
い
経

口
禁
煙
補
助
薬
で
す
。
脳
内
の
α
４
β
２
ニ
コ
チ
ン

受
容
体
に
作
用
し
て
離
脱
症
状
を
軽
減
す
る
ほ
か
、

再
喫
煙
し
た
場
合
の
満
足
感
を
抑
制
し
ま
す
。

　

禁
煙
補
助
薬
に
は
そ
れ
ぞ
れ
利
点
と
欠
点
が
あ

り
、
患
者
さ
ん
の
希
望
や
こ
れ
ま
で
の
禁
煙
経
験
な

ど
も
考
慮
し
な
が
ら
薬
を
選
択
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
禁
煙
補
助
薬
を
用
い
て
も
、
長
年
の
生

活
習
慣
を
変
え
る
の
で
す
か
ら
、
ま
っ
た
く
苦
痛
が

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
の
ほ
か
に
、
生
活
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
タ
バ
コ
へ
の
心
理
的
依
存
が
禁
煙
の
妨
げ
と
な
り

ま
す
。
よ
く
タ
バ
コ
が
吸
え
な
く
な
る
と「
心
に
穴

が
空
い
た
よ
う
に
感
じ
る
」の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

禁
煙
治
療
に
行
動
科
学
的
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
行
動
を
変
え
る
こ
と
で
心
理
的
依
存

を
抑
え
る
た
め
で
す
。
吸
い
た
く
な
っ
た
時
に
、
タ

バ
コ
を
吸
う
代
わ
り
に
お
茶
や
水
を
飲
む
、
散
歩
や

体
操
を
す
る
、
深
呼
吸
を
す
る
な
ど
何
か
別
の「
代

替
行
動
」を
起
こ
す
こ
と
で
、
喫
煙
行
動
パ
タ
ー
ン

を
抑
制
し
ま
す
。

　

毎
日
、
自
分
の
気
持
ち
や
離
脱
症
状
の
有
無
な
ど

を
記
入
し
て
、〝
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
〞を
行
う

た
め
の
禁
煙
手
帳
も
有
効
で
す
。
自
分
で
自
分
を
ほ

め
た
り
、
励
ま
し
た
り
、
あ
る
い
は
禁
煙
を
達
成
し

た
時
の
ご
褒
美
を
思
い
描
い
た
り
し
な
が
ら
、
辛
い

離
脱
症
状
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
も
行
動
科
学
療
法

の
手
法
で
す
。
禁
煙
外
来
で
は
、
医
師
や
看
護
師
は

一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
の
課
題
が
何
で
あ
る
か
を

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、

入
院
患
者
さ
ん
へ
の
禁
煙
指
導
に
も
取
り
組
ん
で
い

基
準
を
満
た
し
た
施
設
で「
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
」
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て

行
わ
れ
る
禁
煙
指
導
に
つ
い
て
、
保

険
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。

　

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、

以
下
の
条
件
を
満
た
し
た
患
者
さ
ん

で
す
。

　

１　
「
禁
煙
治
療
の
た
め
の
標
準

手
順
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ニ
コ

チ
ン
依
存
に
つ
い
て
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
テ
ス
ト（
T
D
S
）の
結
果
が
５

点
以
上
で
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
診

断
さ
れ
た
。

　

２　

ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数（
１

日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数
）
が

2
0
0
以
上
。

　

３　

直
ち
に
禁
煙
す
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
。

　

４　
「
禁
煙
治
療
の
た
め
の
標
準

手
順
書
」
に
則
っ
た
禁
煙
治
療
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
禁
煙
治
療

を
受
け
る
こ
と
を
文
書（
禁
煙
宣
言

書
）に
よ
り
同
意
す
る
。

　

自
ら
の
意
志
で
禁
煙
を
決
意
し
、

治
療
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
な
に

よ
り
大
切
で
す
。

　

ま
た
こ
の
中
で
、
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数
2
0
0
以

上
と
し
た
場
合
、
喫
煙
年
数
の
短
い
若
い
患
者
さ
ん

が
治
療
の
対
象
外
と
な
る
こ
と
が
問
題
で
す
。
条
件

を
満
た
さ
な
い
場
合
は
自
由
診
療
と
な
る
た
め
、
治

療
費
が
す
べ
て
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

心
理
的
依
存
を
克
服
す
る
行
動
科
学
療
法

　

滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
2
0
0
4

年
か
ら
禁
煙
外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
診
療
時
に
は
、
喫
煙
状
況
や
T
D
S
に
よ
る

評
価
結
果
の
確
認
な
ど
を
行
っ
た
後
、
禁
煙
開
始
日

を
決
め
て
、
禁
煙
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
の
把
握
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
ほ
か
、
禁
煙
補
助
剤
の
選
択
と

説
明
を
行
い
ま
す
。

　

禁
煙
補
助
薬
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
離
脱
症
状
を

緩
和
す
る
た
め
の
薬
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
は
、

皮
膚
か
ら
少
量
の
ニ
コ
チ
ン
を
補
給
し
て
イ
ラ
イ
ラ

な
ど
の
離
脱
症
状
を
抑
え
る
も
の
で
す
。
投
与
す
る

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
仕
組
み

　

タ
バ
コ
を
止
め
た
く
て
も
な
か
な
か
止
め
ら
れ
な

い
の
は
、
ニ
コ
チ
ン
が
強
い
依
存
性
を
も
つ
か
ら
で

す
。

　

ニ
コ
チ
ン
が
脳
内
の
α
４
β
２
ニ
コ
チ
ン
受
容
体

に
結
合
す
る
と
、
快
感
や
報
酬
感
を
生
じ
さ
せ
る
ド

パ
ミ
ン
が
過
剰
に
放
出
さ
れ
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
が
切

れ
る
と
、
ド
パ
ミ
ン
に
よ
る
快
感
を
得
よ
う
と
、
も

う
一
度
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て

ニ
コ
チ
ン
摂
取
を
続
け
る
と
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
な

り
、
ニ
コ
チ
ン
濃
度
が
下
が
る
と
イ
ラ
イ
ラ
や
不
安

な
ど
の
離
脱
症
状（
禁
断
症
状
）が
起
こ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
女
性
の
ほ
う
が
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な

り
や
す
く
、
禁
煙
も
失
敗
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
が
疾
病
で
あ
る
と
位
置
づ

け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、2
0
0
6
年
４
月
か
ら
、

保険による標準禁煙治療のスケジュール 

対象者のスクリーニング 
禁煙治療の開始 

禁煙治療のための標準手順書  第3版 ： 2008より改変 

禁煙開始日 

禁煙継続のための 
フォローアップ 

初回診察 0週 

再診12週目 

再診24週目 

再診38週目 

再診412週目 

2週 

2週 

4週 

4週 

ニコチン依存症に係るスクリーニングテスト 
Tobacco Dependence Screerer（TDS） 

1. 自分が吸うつもりよりも、ずっと多くタバコを吸ってしまうことがありましたか 

はい 
（1点） 

いいえ 
（1点） 

2. 禁煙や本数を減らそうと試みてできなかったことがありましたか 

3. 禁煙したり本数を減らそうとしたときに、タバコがほしくてほしくてたまらなくなることが 
　 ありましたか 

4. 禁煙をしたり本数を減らしたときに、次のどれがありましたか 
　 （イライラ、神経質、落ちつかない、集中しにくい、ゆううつ、頭痛、眠気、胃のむかつき、 
　 脈が遅い、手のふるえ、食欲または体重増加） 

5. 上の症状を消すために、またタバコを吸い始めることがありましたか 

6. 重い病気にかかって、タバコはよくないとわかっているのに吸うことがありましたか 

7. タバコのために自分に健康問題が起きているとわかっていても吸うことがありましたか 

8. タバコのために自分に精神的問題が起きているとわかっていても吸うことがありましたか 

9. 自分はタバコに依存していると感じることがありましたか 

10. タバコが吸えないような仕事やつきあいを避けることが何度かありましたか 

「はい」（1点）、「いいえ」（0点）で回答を求める。 
判定方法：合計点が5点以上の場合、ICD-10診断によるタバコ依存症である可能性が高い。（80%） 

kawakami, N. et al.: addict Behav 24（2） : 155,1999より作図 

禁煙手帳の写真

ニコチン依存の形成過程 

●ニコチンは、脳内報酬系において、生理的な
神経伝達物質の代わりにニコチン受容体に
結合して刺激を与え、その結果、ドパミンの
放出が増加する1）,2） 

●ドパミンは快感や報酬感を感じさせる1） 

●ドパミンはイライラやストレスなどのタバコの
離脱症状を抑える1） 

●喫煙者はドパミンによる快感や報酬感を回
復させようとニコチンを切望する1） 

●ニコチン受容体へのニコチンの競合結合は
作用、脱感作、取り込みを延長する2） 

●ニコチン濃度が低下すると、受容体はオープ
ンな状態に戻り、その結果、過剰興奮状態と
なり、ニコチン摂取への切望が高まる1）,2） 

1） jarvis, M. J. : BMJ 328（7434）:277,2004
2） Picciotto, M. R. et al.: Nicotine and tob Res 1（Suppl 2）: S121,1999

ニコチン 

ドパミン 


